
S E01

S K01

S K03

S K04

fig.93

第 1遺構面平面図

fig.94

第 1遺構面全景

の平面形を呈するものと思われるが、南西に掘られた現代の井戸によって大半を削平され

ている。美濃焼と思われる天目茶碗が 1個、埋上の中層より出土している。木棺等の痕跡

は、認められなかった。

調査区中央部において検出された 1.0× 0.8m、 深さ60cmの隅丸方形を呈する井戸である。

調査区中央部に位置する直径 1.2m、 深さ20cmの円形の上坑である。中世の須恵器、土

師器が出土している。

調査区の南西隅において検出された落ち込み状の遺構である。中世の遺物が比較的多く

出土した。粘土、砂の堆積がみられる。

1.5× 1.3m、 深さ35cmの 隅丸方形の土坑である。壁は直にたちあがり底部は平らである。

S K07に 上方を切られている。

⑬〔
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S D01

S X01

第 2遺構面

建物 11

第 3遺構面

S B01

建物21

建物22

10.住吉宮町遺跡 第25次調査

調査区を東西に流れる幅 50cm、 深さ35cm

ほどの溝である。西側ほど削平を受けて残り

が悪い。

傘大の礫および遺物によって埋まった 2.0

m× 1.6mの楕円形の上坑である。深さは 15

cmほどである。中世の須恵器、土師器が出土

している。

調査区の東部約 3分の1ほ どをおおう洪水

砂上において確認された遺構面で奈良～平安

時代前期のピットが集中する。

調査区の南東隅において検出された、 2×

3間以上の掘立柱建物である。南へさらに延

びるようである。柱間は、南北 2m、 東西

1.7mで あり柱掘形は、 30× 50cmほ どのやや

崩れた隅丸方形である。 fig.95 第 2遺構面平面図

弥生時代後期の竪穴住居址 1棟、古墳時代の掘立柱建物 1棟などを検出した。

調査区北西隅において検出された、南北 5,3× 東西 5.6mの隅丸方形の竪穴住居址であ

る。東辺部分を現代の井戸によって大きく削平されている。北西隅に 140× 170cm、 深さ

30cmほどの四角い土坑が掘り込まれているほか中央部分にも80× 40cmの楕円形の土坑が

ある。

北東部分の床面に多量の土器が出上した。

調査区の中央～南部に位置する、 3× 3間以上の掘立柱建物である。柱間は、南北 1.6

m、 東西 1.6mで、柱掘形は直径 30～40cmほ どの円形である。

調査区の南西部において柱穴 3基 2間分を検出した。柱間は2,Omである。南側の未掘

部分に広がるようである。

遺物は、包含層および遺構埋土より、陶磁器、土師器、須恵器、弥生土器など、総量で出土遺物

こ
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イ
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fig,96 土器溜まり fig,97 S B01
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28ゼ 入コンテナに約15箱の遺物が出土した。

その大部分を占めるのは、S B01お よび土器溜まりから出土した一括遺物である。これ

らの上器は、概ね弥生時代末から古墳時代初頭にかけての時期のものと考えられる。

3。 ま と め  今回の調査においては、 3面にわたる遺構面に、掘立柱建物、竪穴式住居、土坑、溝な
どの遺構が確認された。

また、北に存在する古墳群の広がりは認められなかったものの、かわりに弥生時代末か

ら古墳時代初頭にかけての住居址や土器溜まりが検出され、多量の遺物が出土した。この

地域における土器組成を知るうえで良好な資料になるものと思われる。

fig,98

第 3遺構面平面図

fig,99

第 3遺構面全景

⑬

Ｗ
　
・
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1.は じめに

fig.100

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

基本層序

第 1遺構面

S K101

第 2遺構面

11.住吉宮町遺跡 第26次調査

11.住吉宮町遺跡 第26次調査

住吉宮町遺跡は、住吉川と石屋川に形成された標高約 19m～ 28mの扇状地に位置する

遺跡であり、旧住吉村に存在している。

これまでの調査では、古墳時代中期～後期には前方後円墳と考えられる坊ケ塚古墳の周

囲から南側に広がる古墳群が存在することが判明している。

基本層序は盛土、表土、淡灰褐色砂質土 (中近世遺物包含層)、 黄褐色砂質土 (奈良時

代遺物包含層)、 灰褐色砂質土 (古墳時代遺物包含層)、 淡黒茶褐色砂質土・暗灰褐色砂

質土～黄褐色砂質土である。

中世の遺構面であり、土坑kピッ

トが確認された。

径約 118cm× 約 88cm、 深さ約

10cmを測る不整円形の土坑である。

土坑から多くの礫が出土した以外

に遺物は確認していない。

基本的に奈良時代の遺構面であ

る。ただし、遺構面は東西方向へ

緩やかに傾斜しており、最も標高

の高い西端では、古墳時代後期の

遺構面 (第 3遺構面)を同一遺構

面で検出した。奈良時代の掘立柱

建物や柵列等の他、古墳時代後期

の竪穴住居等を確認している。

奈良時代で、 1間×2間以上の

風

褻

fig。 101 第 1遺構面平面図S B201
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掘立柱建物である。柱穴の掘形は楕円形で、径約 80cm× 120cm、 深さ約 30om～50cmを測る。

柱間は東西約 3.8m、 南北約 1.4mで ある。

S B202  調査区の東端で検出した、古墳時代後期の竪穴住居である。東西幅は約 3.4mを測る。

竪穴住居の上層から、須恵器の邦蓋等が出土している。

柵列201  調査区の中央付近から、柱穴と杭痕が南北方向に並ぶ、奈良時代の柵列を検出した。柱

穴は径約 50cm、 深さ約 20cm～ 35cmを測り、柱間は約 1.8m～ 2.2mで ある。

柵列201  調査区の南側から、ほぼ南北方向に並ぶ奈良時代の柵列を検出した。柱穴は径約 20cm、

深さ約 6 cm～ 10cmを測り、柱間は約 1.2m～ 1.6mで ある。

第 3遺構面  古墳時代後期の遺構面である。主に柱穴を検出したが、建物等としての確認はできなかっ

た。

S R301  調査地の西端から検出した。幅約 2.3m、 深さ約 0,4mの流路である。中砂～粗砂が主

に堆積している。

下 層   第 3遺構面を形成する暗灰褐色砂質土から、少量の土師器片が出土している。その為 ト
レンチを設定し下層の調査を行ったが、遺構は確認できなかった。

3。 ま と め  今回の調査では中世後期、奈良時代、古墳時代後期の遺構が確認できた。

古墳時代後期 竪穴住居と多数の柱穴を確認している。ただし柱穴から建物等としてのまとまりは確認
できなかった。調査地の東側に隣接した地域でも、古墳時代後期の竪穴住居と掘立柱建物

が確認されている。

奈良時代   掘立柱建物、柵列の他、多数の柱穴を確認している。遺構の密度は最も高い。

中世     柱穴、土坑等を確認した。遺構の密度は希薄である。これまでの調査結果から、周囲に

は中世集落も存在し、広い範囲に遺構の散在する状況が確認されている。

◎

El

イ

Fig。 102 第 2

}

3遺構面平面図

-68-

―

m



1.は じめに

fig.103

調査地位置図

1 : 2′ 500

2.調査の概要

層 序

12.住吉宮町遺跡 第27次調査

12.住吉宮町遺跡 第27次調査

住吉宮町遺跡は住吉川と石屋川が形成した複合扇状地上に立地する遺跡で、標高は豹

20mである。六甲山の南麓は早くから市街化が進み、埋蔵文化財の存在は現在でもよく分

かっていないケースがある。住吉宮町遺跡も存在が明らかになったのは昭和60年のことで

あり、周知の遺跡となってからまだ年月が浅い。しかし市街地再開発に伴う発掘調査や阪

神・淡路大震災の復興に伴う発掘調査が進み、今回で27回目の調査となった。

CL柚 i
Ｄ
・

住吉神社

調査範囲は東西 33m、 南北 23mの ほぼ「 L」 字状であるが、遺構面までが深いために

法面幅を大きく設定し、現地表面での掘削範囲は東西約 40m、 南北約 30mである。調査

区は東西方向の部分を南区、南北方向の部分を東区、東区の西隣にある突出部を北区とそ

れぞれ呼称した。

扇状地特有の、細部によって土層の堆積が異なる状況であるが、概ね以下のようにまと

めることができる。近現代の造成土・撹乱、江戸時代以降の旧耕作上の下には 60～ 70cm

の厚さで乳褐色系の決水堆積層がある。この層は土質によって数層に細分できる。その下

には黒褐色～茶褐色砂質上、黒色系の砂質土があり、同様黒色系の砂質土も土質によって

数層に細分できる。さらにその下には再び黄褐色系の洪水堆積層がつづくが、特に北区を

中心に複雑な堆積状況を呈しており、複数回の洪水の存在が推定できる。乳褐色系の洪水

堆積層上が江戸時代、黒褐色～茶褐色砂質土上が奈良時代、黒色系の砂質十卜が古墳時代

黄褐色系の洪水堆積層上が弥生時代の遺構面と考えられる。

住吉幼稚国上  ヽ五

勤
�
煎
鄭
＝
睛郵
醸
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第 1遺構面

S D101

S P101

第 2遺構面

S D201

第 3遺構面

S T301

江戸時代の遺構面であるが、溝を 1条、ピットを 1基検出したのみである。

北区で検出した東西方向の溝である。長さ4.8m以上、幅 60～ 80cm、 深さ約 10cmで、

両側共に未調査部分へ延びている。断面の形状は浅い皿状で、埋土は淡灰色砂質土である。

遺物は土師器片・須恵器片。瓦片が出土した。水田段差の下に位置する溝で、この溝を境

界として北側の水田が 1段高い。

S D101の東側底面で検出した円形のピットである。直径約 40cm、 深さ約 10cmで、埋土

は灰色砂質上である。遺物は土師器片・須恵器片が出土した。

奈良時代の遺構面で、溝を 1条検出した。

北区で検出した北西から南東方向の溝である。長さ 5。9m以上で、両側共に未調査部分

へ延びている。幅 40～ 60cm、 深さ20～30cmで、断面の形状は逆台形である。埋土は上部

が黄灰褐色シルト、下部が茶灰褐色粗砂である。調査区周囲の地形の傾斜とは逆に底面は

北西へ傾斜している。遺物は土師器片・須恵器片が少量出上した。

古墳時代の遺構面で、土坑墓を 1基、ピットを 1基検出した。

南区の西端で検出した土坑墓である。墓坑は東西 75cm、 南北 180cmの長方形であるが、

後世に削平されて深さは5 cmし か残っていなかった。埋土は茶灰褐色粗砂で、墓坑の形状

から木棺の存在が推定できるが、棺材は完全に腐朽してしまったのか確認できなかった。

遺物は土師器片・須恵器片が少量出土した。住吉宮町遺跡でこれまで確認されている古墳

罰
Ｊ ヨ

|             |
fig.105 調査区平面図
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fig.104 調査区全景
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fig。 106 ST01

12.住吉宮町遺跡 第27次調査

/

/
9           1m

iL7

fig。 107 第 3遺構面平面図

のように、この土坑墓にも周囲に溝や貼石が存在した可能性があるが、後世の削平および

現代の撹乱で破壊されてしまったのか確認できなかった。したがって今回は土坑墓として

取り扱った。

南区の西端で検出した楕円形のピットである。長径約 50cm、 短径約 40cm、 深さ 15clllで、

埋土は暗灰褐色粘性砂質土である。遺物は土師器片・須恵器片が少量出土した。

弥生時代の遺構面で、竪穴住居を 1棟、ピットを3基検出した。

南区の南辺西寄で検出した方形の竪穴住居であるが、住居の大半は法面下の工事影響範

囲外であり、国土座標の方位から約 45° 振れている住居の隅の一つを検出したに過ぎな

い。北東辺は2.4m、 北西辺は1.lmまでを確認した。深さは約 10cmで ある。住居の角か

ら北西辺にかけての位置には幅約 10cm、 深さ3 cmの 周壁溝が巡っている。床面の上で直

径 10～ 30cm、 深さ約 10clllの浅いピットを7基検出したが、主柱穴は法面下の位置にある

のか確認できなかった。埋土は住居本体が淡灰褐色砂質土、周壁溝が暗オリーブ灰色シル

トである。遺物は埋上の上面から弥生時代後期の上器が出土したが、状況から判断して住

居が埋まっていく過程で捨てられた物と考えられる。

南区の南西隅で検出した円形のピットである。直径約 30cm、 深さ 15clllで、埋土は暗灰

褐色砂質土である。遺物は出土しなかった。

S P301の南側で検出した円形のピットである。直径約 50cm、 深さ 20clllで、埋土は暗灰

褐色粘性砂質土である。遺物は弥生土器片が少量出土した。

S P301

第 4遺構面

S B401

S P401

S P402
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S P403  S P302に一部破壊される状態で検出した円形のピットである。直径約 50cm、 深さ約 20

cmで、埋土は暗灰色粘性砂質土である。遺物は弥生土器片が少量出土した。

3。 ま と め  住吉宮町遺跡は近年急に調査事例が増加してきた遺跡で、埋没古墳群の発見など、通常
の集落遺跡にはない特殊性を有している。ただ今回の発掘調査では遺構面の遺存状況が極

めて悪く、検出した土坑墓も古墳であったかどうか判断がつかない。しかし第 4次調査で

も小規模な箱式石棺を確認しているなど、大きな墳丘を持たない埋葬施設が存在している

ことも事実である。従来今回の調査地点周辺が古墳群の西端付近になるであろうとの想定

がなされていた。調査によって古墳群の範囲を確定することはできなかったが、埋葬地と

してはまだ西方へ広がっていたことが考えられる。

弥生時代に関しても遺構面の遺存状況が悪いことは同様であるが、竪穴住居を確認した

ことにより、当時の集落の広がりを確認することができた。しかし敷地東隣の市道をはさ

んで向かいの第 1次調査では鎌倉時代の遺構が確認されているが、今回の調査では遺構面

の広がりは確認できなかった。鎌倉時代頃に相当する部分には厚く洪水堆積層が存在して

おり、遺構面はこの決水層によって削られてしまった可能性が高い。
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fig 109 第 4遺構面平面図
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13.住吉宮町遺跡 第28次調査

第28次調査

住吉宮町遺跡は、これまでに27次にわたる発掘調査が実施されており、弥生時代～中世

にいたる複合遺跡として周知されている。

近年調査数が増加しているが、昨年度に実施した第23次調査では、地震によって井戸枠

の上半部が大きく倒れた状態で検出された奈良時代の井戸などを検出した。

今回の調査は、基礎部分において発掘届出書による工事影響深度 (現地表下 1.2m)ま

でについて実施した。

「挫簾 〕＼く夢α
調査区は南・北 2ケ所に分かれており、北側の調査区を 1ト レンチ、南側の調査区を 2

トレンチと呼称する。

現地表下に約 70cmの盛土が存在し、その下層に旧耕土、灰色～灰茶色系の細砂層が堆

積している。調査区の中央やや西よりの約■だのみで遺構面を確認したが、東部は細砂

層の途中で影響深度に達し、西部は大半が撹乱を受けていた。

検出した遺構は、溝 1条、土坑 2基、ピット5基で、大半が中世の遺構と考えられる力＼

S D01及び一部のピットの埋土が灰褐色細砂で、他の遺構が灰色細砂であることや切り合

い関係をもつものもあり、時期差が考えられる。以下主な遺構について述べる。

幅 22cm、 深さ4～ 9 cm、 検出した長さ5.8mで、東側はさらに延びる。須恵器・土師器

1.は じめに

fig,110

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

1ト レンチ

検出遺構

⑥
　
イ

ヽ

解
将

S D01
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S X01

ピット

2ト レンチ

3。 ま と め

が出土した。

幅 70cm、 長さ1.2m以上を測る。土師器の小片が出土した。

径 15～30cmの ピットを検出したが、S P01の み須恵器片が 1点出土した。 S P01は 径

25cm、 深さ5 cmを測る。

現地表下に約 50～80cmの盛上が存在し、その下層に旧耕土、灰茶色系の細砂層が堆積

している。遺構面は確認されず、また遺物も少量出土したのみである。

今回は、工事影響深度までの限定された調査であったため、中世のものと思われる遺構

をいくつか検出したにとどまった。よって当該期の本調査地の状況を明らかにするには至

らなかっものの、周辺の調査結果から判断すれば、下層および未調査部分においても埋蔵

文化財が存在することは確実である。

lトレンチ

ふ

―――_____、
_―」

9                     m

2トレンチ

ー

fig.111 調査区平面図
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14 本庄町遺跡 第 6次調査

遺跡 第 6次調査

本庄町遺跡は、六甲山麓から流れ出る芦屋川と高橋川に挟まれた平野の三角州帯及び自

然堤防帯に立地する。当遺跡の一部は既に兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会によって

発掘調査が行われており、縄文時代後期のドングリ貯蔵穴、弥生時代の水田などが確認さ

れている。

本庄町遺跡発掘調査一覧表

今回の調査は震災復興事業マンション新築に伴って行った。調査地に最も近い本庄町遺

跡 (1986年度)は北へ 150mの位置にあって、砂堆後背湿地であり、南東へ 150mの位置

には深江北町遺跡 (E地区)があり、これもまた南側へ広がる砂堆の後背湿地である。 こ

れら2地点の中心に位置する今回の調査地もまた砂堆の後背湿地と考えられた。

1.は じめに

fig.112

調査地位置図

1 :2′ 500

遺  跡  名 調査年次 調 査 機 関 遺 構 遺 物 文  献

l 本庄町 19844F lell古代学協会 弥生時代前期末の水田。縄文時代晩期の上器。 片岡ほか1985年

2 本庄町 1986年 兵庫県教育委員会 縄文時代後期初頭のドングリ貯蔵穴 5基。弥生時代後期の水田。縄文時代前～

後期の上器。

別,付ほか1991年

3 本庄町 1992年 神戸市教育委員会 縄文時代晩期の上器。古墳時代の田下駄。奈良 。平安時代の水田。 斎木1995年

4 深江北町 (A地区) 1984年 兵庫県教育委員会 弥生時代後期～平安時代後期の柱穴。上錘、飯蛤壺等の漁具。 山下ほか1988年

5 深江北町 (B地区) 1984年 兵庫県教育委員会 弥生時代中期～平安時代初期の上器。時期不明の杭列と土坑。 山下ほか1988年

6

深江北町 (C地区) 1985年

1986年

兵庫県教育委員会 弥生時代中 。後期の溝、土坑。古墳時代初頭の径 7～ 8mの円形周溝墓11基 と
土器棺墓。古墳時代後期の竪穴住居 3基。奈良時代～平安時代初頭の掘立柱建

物 3棟。銅製錆帯。小銅鏡。

山下ほか1988年

7 深江北町 (D地区) 1984至F 兵庫県教育委員会 奈良時代以降の水田。 山下 1まか1988年

深江北町 (E地区) 1989年 兵庫県教育委員会 弥生時代後期後半の掘立柱建物 2棟、土坑多数。中世の掘立柱建物、土坑、水

田。埴輪片 1点。

村上ほか1991年
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基本層序 現地表から下に大きくⅧ層に分けられる。

Ⅷ層

現代盛土。

近現代耕作土。 2層に細分可能。Ⅱa層 ;耕作土。Ⅱb層 ;床土。

近世堆積土。層下半には薄い洪水砂が認められる。土器、陶磁器を若干含む。

近世耕作土。 2層に細分可能。Ⅳ a層 ;耕作土。Ⅳb層 ;床土。

古墳時代末～中世堆積土。層下半には薄い洪水砂が認められる。古墳時代末～中世

の土師器、須恵器、瓦器などの破片を多く含む。上面が第 1遺構面。

古墳時代末耕作土。土師器、須恵器などの破片を少量含む。上面が第 2遺構面。

縄文時代後期～古墳時代堆積土。 3層に細分可能。Ⅶ a層 ;古墳時代堆積土。古墳

時代の須恵器、土師器を少量含む。Ⅶb層 ;洪水砂層。Ⅶ C層 ;縄文時代後期～弥

生時代末堆積層。縄文土器、弥生土器を少量含む。Ⅶ a層上面が第 3遺構面。Ⅶ C

層上面が第 4遺構面。

無遺物砂層。上面が第 5遺構面。

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

300m

NE

200m

南東壁土層断面図 鰤
一ＳＷ

200m

第1遺構面

第2遺構面
一第3遺構面

第4遺構面

1,00m

、ャ /一― ―
イ オ⌒ ‐

―

´
一 ―
‐オ
~~オ ｀
―
'一 ―才

判

北西壁土層断面図 300m

NW

遺構面

〔土層注記〕

1淡褐色砂 (緑色粘土ブロック混入)一 I層
2暗灰色粘質土一Πa層
3灰色砂質土一Ⅱb層
4.緑灰色砂質土一Ⅲ層

5緑灰色粘質土一Va層
6晴緑灰色砂質土一Vb層
7暗緑灰色砂質土 (砂多く混入)一V層
8暗灰色砂質土一Ⅵ層
9黒色粘質土 (砂粒多く混入)一Ⅶa層
10,黄褐色粗砂一Ⅶb層

キキi乾桂 (暢鋭 角 >Ⅶ 媚
12褐色細砂一Ⅷ層

第3遺構面

200m
a.灰色砂質土一近現代土坑
b.黄灰色粗砂 (暗褐色細砂・

黒色粘土ブロック混入)

一SD301B
c.黄灰色粗砂一SD301A
d褐色砂一SD403
e灰褐色砂 (黒色土混入)

一SD401
f黄褐色粗砂一SX402

遣構面、８�
一

第

　

第

100m

figJ 13 調査区東壁・北西壁土層断面図
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Y=88030

Y=88035

SK101断面図       SKll

0          2
に…………ェ____Jm

第卜第2遺構面平面図

0                   10
1           1           lm

2遺構面平面図・断面図 (平面図 1:200、 断面図 1:80)

Ⅱ層上面で、近現代の畝跡、Ⅳ層上面で近世の畝跡が存在する。いずれも調査区壁面の

土層断面によって確認した。調査区南東壁で凹凸のある畝の横断面、南西壁で水平な土層

断面が見られ、北に向かって西に振った方向の畝であって、現在の街割りの方向に沿った

ものであったことがわかる。いずれの畝遺構も洪水によって廃絶する。

本来はV層上面に形成された遺構であるが、V層上面では検出が難しかった為に、後述

するⅥ層上面において第 2遺構面の遺構と同一面で検出した。V層には、古墳時代末～中

世の遺物を含むが、近世陶磁器を含まないため、中世以後、近世にⅣ層の耕作土層が形成

されるまでの間の時期の所産である。

調査区北半で検出した。一辺 1,2mの隅丸方形。深さ50cm。 埋土はV層の土と似ており、

灰色粘質土に多く砂が混入したものの単層である。湧水点まで掘り抜かれているため井戸

と考えられる。井戸枠等の施設は遺存していなかった。遺物は土師皿の小破片が 1点出土

した。

調査区東半で検出した。1.2XO,9mの隅丸長方形で、深さ60cm。 埋上の状況はS K101

SK102断面図

イ
X=-141305-

X=-141310 -

Fig.114 第 1

近世～現代

耕作地遺構

第 1遺構面

S K101

S K102
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SD301A・ B断面図
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fig,115 第 3遺構面平面図・断面図 (平面図 1:200、 断面図 1:80)

と同様であって、湧水点まで掘り抜かれており、井戸と考えられる。遺物は出上しなかっ

た。

第 2遺構面  Ⅵ層上面で検出した。古墳時代末～中世の間のある時期の水田遺構である。調査区全体
に、ヒト、獣の足跡の他に棒で突いた様な小円孔、幅 20cmの浅い溝数条、小ピット2個

があり、それらはV層下部に見られる洪水砂が貫入した状態で検出できた。足跡は調査区

北半部に多く見られた。溝の方向は北に向かって西に振っており、水田の方向は現在の街

割りに沿ったものである。畦畔は検出できなかった。

第 3遺構面  Ⅶ a層上面で検出した。古墳時代後半～末の間のある時期の水田遺構である。溝 1条

(S D301)と ヒト、獣の足跡などが検出できた。それらはⅥ層下部に見られる洪水砂によっ

て埋没していた。

S D301  調査区の中央を南北に走る溝である。一度流れを付け替えており、先行する溝を301B、

それが埋没してから方向を若干振って掘られた溝を301Aと する。いずれの溝も南北の高

低差はほとんどないが、わずかに南が低い。

。
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名 _

ｆ
式

＝
ヽ
ド
市

Y=88015

X=―]41290

″″
″/″
´″
″″
″

＼_浄引引馴

ヽ

Y=88035

ヽ
個41305-＼

＼
X141310キど

ン

|

,!γ
ノ
缶

|

Y=88020

丁
院
昔
揃

SX402断面図 (e‐ご)

0          2
1_………_キ____Jm

一Ｃ
醒́Ⅶ

ｍ．

一ご

「院
ぱ
m

SD401断面図 (b‐ bり

1,灰褐色砂(黒色土混入) S,砂が粘土を捲き込んだ層

孔 /〆 岬 締 聴

盤

剛

5.粗砂         10,黒色粘土(灰白色砂混入)
SX402断面図(c‐ cう

fig。 116 第 4遺構面平面図・断面図 (平面図 1:200、 断面図 1:80)

301Aは幅 1.5m、 深さ15cmで、底が平たい。埋土は、底に若干薄く黒色粘質上の堆積

があるが、ほとんどが粗い黄灰色砂で決水によって埋没したと考えられる。遺物は土師器

小型壷のほか土師器の破片が少量出土した。

301Bは幅 1.5m、 深さ35cmで、底は301Aに比べて若干丸い。埋土は、底に薄く黒色粘

SD401断面図 (a‐ぎ)

―-79-―
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くウ井α皓

fig。 117 第 5遺構面平面図

質上の堆積があり、それ以上は黄灰色粗砂、暗褐色細砂が互層に堆積しながら、ときおり

黒色粘土ブロックが混入するものである。遺物は土師器甕や軽石のほか土師器の破片が少

量した。また、弥生土器の壺の底部も混入していた。

S D301の 東側では全く足跡が検出されないことから、この溝は水田の東側を区画する

溝の可能性がある。

第 4遺構面  本来はⅦ C層上面に形成された遺構であるが、Ⅷ層上面で検出した。弥生時代末の溝 2

条 (S D401、 403)、 溜め池状土坑 (S X402)、 土坑 (S K404)が検出できた。それら

は、洪水砂層であるⅦb層によって埋没していた。遺構の切り合い関係から、 S D4011ま

ほかの遺構よりも先行するものである。

S D401  調査区の中央を北に向かって西に振った方向に走るほぼ直線的な溝である。調査区南端

付近で一旦途切れ、30cmの間をおいて再び始まるやいなやすぐ南西方向に屈曲する。幅 1

m、 深さ35cmで底が丸い。埋土は褐灰色砂に黒色土が混入するものである。溝の南北の

高低差はほとんどないが、わずかに南が低い。遺物は弥生土器の破片が少量出土した。

′馬、
ミ

Y=88020



S X402

S D403

S K404

第 5遺構面

出土遺物

3。 ま と め

14.本庄町遺跡 第 6次調査

調査区北半で検出した径 3～ 4m、 深さ65cmの不整形土坑に幅 70cmの溝が北東と南西

に取りつく遺構である。S D401を切って形成される。底は湧水点に達し、常に水が湧き

出る状況である。埋土は粘土と砂の互層となっており、水が流れている時と枯れた時があっ

たようである。溝が両脇に取りついていることから、溜め池として使われたと考えられる。

また、土坑がかなり埋まって機能を果たさなくなった後、窪んだ部分に弥生時代末の壺、

高杯が遺棄された状態で出土した。その他、弥生土器の小破片が少量出上した。

調査区南半で検出した幅2m、 深さ10cmの浅い南北方向の溝である。 S D40と を切って

形成される。遺物は弥生土器の壺の破片が 1点のみ出土した。

調査区中央で検出した径 1～ 2m、 深さ10cmの浅い不整形土坑である。 S D 401を切っ

て形成される。遺物は出土しなかった。

第 4遺構面では耕作地は確認できなかったが、溝、溜め池状土坑の検出から、耕作の水

利に関係する遺構群と考えられる。

Ⅷ層上面で検出した。調査区南半で径 30～ 70cmの ピットをいくつか検出したほか、】ヒ

半で不整形な広い範囲で深さ40cmほ どの窪みを検出した。この窪みにもⅦ C層が堆積 し

ており、その中より縄文後期の深鉢が出土した。よって、Ⅶ C層は縄文後期より堆積が始

まったと考えられ、Ⅷ層には遺物が含まれないことから、縄文時代後期以前と以後では周

囲の環境に大きな変化があったと考えられる。

出土した遺物のうち、実測可能な遺物については実測し、観察結果は表にまとめた。

縄文時代後期以降、現代に至るまで、土層断面において7面の遺構面を確認し、そのう

ち中世以前の5面について平面的な調査を行った。その結果、縄文時代後期において初め

て文化面が認められ、その後決水や堆積、盛土を繰り返しながら、弥生時代末に耕作関係

の水利施設、古墳時代後半～末に水田と区画溝、古墳時代末～中世に水田、中世以降に丼

戸をもつ生活面、近世に耕作地、近現代に耕作地という順に文化面が形成されたことが明

らかとなった。つまり、本庄町遺跡の今回の調査地は有史以来耕作地として機能してきた

土地であって、現代になって初めて宅地となったのである。
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14.本庄町遺跡 第 6次調査

種 類 器 種 色 調 胎 土 形態 の特 徴 技 法 の 特 徴 法 量 (cm) 出土遺構 備 考

1 弥生土器 霊・ 口縁部 淡桂色 l IIIl未 満の種色粒多く含
む。

外反する日縁端部に刻み。 V層

2 弥生土器 理・ 底部 暗褐色 l mm未満の長石、チャー
ト多 く含む。

狭い平底。 外面 タタキ。内面板ナデ。 底径 :40
残存高 :30

V層 底部 1/4周 残
存。

3

役暮醤) 杯蓋 淡灰色 l mm粒のチャー ト含む。 口縁部と天丼部の境の稜は
不明瞭。

天丼部ヘラ切りの後ナデ。
５

２
二
局

径
存
口
残

(復元) V層 口縁部 1/6周
残存。

4 須恵器
(古墳)

杯身 灰色 l mm粒のチャー ト含む。 内傾ぎみの日儀 ナデ。 婉働
６

‐４

３３

‥
径
高
醒鄭鱒

V層 受部 1/8周 残
存。

5 須恵器
(古墳 )

壺または甕
・ 頸部

灰色 とHun未満の長石含む。 2条の低い凸帯と波状文。 ナデ。 器壁厚 :07 V層

6 須恵器
(奈良)

杯蓋 灰色 mm未満の長石含む。 口縁端部は下方に屈曲。 ナデ。 V層

7 須恵器
(奈良)

杯蓋 灰色 mal未満の長石含む。 口縁端部は「 て」字状に屈
曲。

ナデ。 V層

8
得異霧系) 片

口鉢・ 口
縁部

灰白色 磐ヽ育暫8景石、
チャー口縁端部が立ち上がりぎみ

に肥厚する。
ナデ。 残存高 :30 V層

9 須恵器
(東播系)

片 日第・ 口
縁蔀

灰白色 l lnt未 満の長石、チャー
ト多 く含む。

日縁端部が肥厚 し、上下に
つまみ出される。

ナデ。 残再高 :47 V層

須恵器
(東播系)

片口鉢 。日
縁部

灰 自色 l lal未 満の長石、チャー
ト多 く含む。

回縁端部が屈曲して上方に
立ち上がる。

ナデ。 残存高 :45 V層

土師器 杯または皿 淡橙色 1 4al未 満の長石含む。 口縁端部が外反 し、内面に
1条の沈線。

残存高 :22 V層

土師質土器 皿 淡橙色 とmI未満のチャート含帆 内湾する日縁。 残存高 :18 V層

土師質土器 皿 橙色 i mI未満の長石含む。 口縁部と底部の境に段を有
する。

回縁部外面に強いナデ。底部
に指頭圧痕。

残存高 :17 V層

土師質土器 羽釜 。日縁
部

橙色 l mm未満の細かい砂粒含
む。

口縁端部内面が肥厚。 ナデ。 ０

歩

２０

‥

‥
高
径
存
口
残

(復元) V層 省騒野持

'何

角
残存。

土師質土器 羽釜 。日縁
部

淡橙色 l mm未満の石英、チャー
ト多く含む。

口縁部と鍔の間は短 く、日
縁端部は外反。

体部に指頭圧痕。 ０

，

２４

‥

‥
高
径
存
口
残

(復元) V層

色プ煽
瓦質土器 羽釜・ 口縁

部
灰～種色 lnn未満のチャート多く

含む。
口縁部内外面に強いナデに
よる 1段の屈曲。

鍔下半及び体部上半にケズリ 残存高 :63 V層

瓦質土器 羽釜 。脚部 灰～橙色 l lm未満のチャー ト多 く
含む。

体部下半に踏ん張るように
断面円形の脚が取 りつく。

ナデ。 残存高 :90 V層 脚部下半破損。

青磁 碗 。日縁部 緑黄色 界経鷲識起鼻長含
反ぎみ。 残存高 :20 V層

膏磁 底部 緑責色 短い高台。釉は外面及び内
面の一部にかかる。

削りだし高台。 高台径 :55
残存高 :12

V層

白磁 碗・ 回縁部 乳白色 口縁端部粘土帯貼り付け。 全体に貫入。 残存高 :20 V層

21 自磁 碗・ 底部 乳白色 高台畳付部分が 4カ 所を残
して浅 く削られる。

削りだし高台。
全体に貫入。

径
高
台
存
高
残

V層

灰釉陶器 皿・ 口縁部 黄灰色 「て」字状に屈曲する日儀
内面にのみ釉がかかる。

口径 :110(復元) V層 回縁部 1/8周
確左 ^

陶希 (願戸
・ 華降系 )

おろし皿 灰白色 砂泣 ほとんど含まず。 内面底部に格子状の沈線。 底部外面に糸切 り痕。 器壁厚 :07 V層

土錘 灰白色 l mm未満の長石、チャー

ト多 く含む。
外面に指頭圧反。内面に縦方
向の擦痕。 ＞

元
元
復
復
く

さ
　
径

長
幅
孔

V層

土錘 赤褐色 l mm未満の長石、チャー
ト多 く含む。

内面に縦方向の擦痕。
＞
元
元
復

３９
破
Ｘ

長
調
‥‐

存

‥
径

残
幅
孔

V層

器
墳
恵
古
須
く

杯身 灰色 砂粒ほとんど含まず。 内傾ぎみの口縁。 ナデ。 口径 :110(復元)
受部径 :130 9ЯD
残存高 i30

Ⅵ層 受部 1/8周 残
桃

土師器 高杯 橙色 l mm禾満の長る、チ ヤー

ト多 く含む。
脚部は大きく外へひらく 残存高 :35 Ⅵ層 弥生土器鉢の可

能性もある。

土師器 甕・ 日縁部 橙色 l mm未満の長石含む。 外方に屈曲してひらく口儀 回縁部内側に強いナデ。 残存高 :10 301B 内側に煤付着。

土師器 小型壺 橙色 l mal未 満の長石含む。 平底ぎみの底部と算玉状に
ゆるく屈曲する体部。

内面に指頭圧痕。 理馨暑李島
:72 301A

土師器 重・ 底部 淡褐色 1～ 2 mmの長石、チャー
ト、石英多 く含む。

輪台底部。 ナデ。 底径 :48
残存高 :25

301B

軽石 白色 80× 67× 56 301B 3カ所に紐擦れ
の痕跡。

弥生土器 一重 淡橙色 l mm未満の長石、チャー

ト多 く含む。
狭い平廃 胴部上半で最大
径になる。単純口縁◇ 争耳二燕魯宿3単重を蓼

'尋

痛 脆

口径 :137
胴部最大径 :285
器高 i330

ほぼ完形。

弥生土器 士望 種色～暗
褐色 Iヽそ哭ぢ〕写暮心「

ヤ~ 頸部外面に数条の凹線文と
亥1み 目文。月同部に亥」み目鬼

外面胴部はハケメ。内面は胴
部以下でケズリ。

残存高 :170 接合破片少ない。

弥生土器 高杯・ 脚部 橙色 1 4unの 長石多 く含む。 末広がりの脚部に 3方向の
1ヽ円子愧

外面は縦方向の ミガキ。 径
高
裾
存
脚
残

く笏こう員D

弥生土器 憂・ 底部 淡褐色 石長のｍ
　
ｏ

２
む
や
含

石英多 平底。 外面はナデ。内面はハケメ。 ＆

‥高
径
存
底
残

突暮藩)
杯蓋 灰色 l III未 満の長石含む。 口縁部 と天丼部の境 は 1条

の団綿 ^
天丼部の1/2反時計回りの回転
ヘラケズリ。

口径 :145(復 元)
残存高 :44

Ⅶ層 口縁部 1/6周
残存。

土師器 高杯 暗褐色 l mm未満の長石わずかに
含む。

ナデ。 日径 :110(復 元)
残存高 :17

lI層 口縁 部 1/8周
確注 ^

弥生土器 甕・底部 褐 色 l ldal未 満の長石多く含む。 平底。 内面はハケメ。 底径 :80
残存高 :35

Ⅷ層

鍮T月醜奮
縄文土器 口縁部 暗褐色 l mld未満の長石、チャー

ト含む。
口縁部内面に刻み。 外面 ミガキ状のナデ。 残存高 :30 Ⅶ C層

縄文土器 深鉢 暗褐色
(響恋Fの長石、
チャー単純日縁。 娑F夷吾花簿皇蘊屡巻農Fナ 残存高

:230 Ⅷ C層

木製品 石突状加工 槍の石突状の形態で内側を
くり抜 く。

残存長 :120
幅 :40× 80

Ⅶ層

銭貨 宣和通賀 宣和通資 t
cmである ;☆否雙撃め躍笙暴サぷ祭駒憬辱苦否策ぢ耳綴鋒製乞賛†

るのに対して、本出土品は23
れる。

直径 :23
孔径 ,06

V層

本庄町遺跡出土遺物観察表

―-83-一



SD301完掘状況

第4遺構面全景 SX402完掘状況

SX402遺物出土状況

第5遺構面全景

fig.119 遺構検出状況

ⅦC層縄文土器出土状況



15.東灘Nc22地点遺跡 第 2次調査

15。 東灘No.22地点遺跡 第 2次調査

1.は じめに   東灘Nα22地点遺跡は、東灘区本山北町周辺に広がる遣跡である。
付近では古くから弥生土器片が散布することが知られており、近年になって宅地開発等

で調査が数回行われたが、いずれも明確な遺構を検出するに至っていない。これは主に近

世～近代にかけての畑地耕作などによる削平を受けたことが要因といえる。ただ、明確な

遺構の発見はないものの、遺物の出土はみられ、周辺に集落址などの遺構・遺物が存在す

るものと考えられている。

調査地は、保久良神社が鎮座する金鳥山より派生する丘陵の先端部に位置しており、標

高約 32mを測る。調査地の南を走る阪急電鉄神戸線を境に丘陵部から段丘面への地形変

換が認められ、線路敷の北と南では比高差約 4mを測る。これ以南、海岸部までは段丘か

ら扇状地へと緩やかに傾斜した地形が続く。

周辺の遺跡では、銅丈が発見された保久良神社遺跡・金鳥山遺跡などの弥生時代の高地

性集落、南側の段丘上に営まれた本山北町遺跡・本山遺跡などの集落遺跡が挙げられる。

今回の調査は、住宅建設に伴う発掘調査で、埋蔵文化財に影響を及ぼすと考えられる擁

壁部分の調査を行った。

fig,120

調査地位置図

1 :2′ 500

調査の概要

基本層序

調査区内の基本層序は、上から盛土層・耕土層 。暗灰色砂性粘質土層 (遺物包含層)、

褐色礫混砂質土 (地山)である。

暗灰色砂性粘質土層上面及び褐色礫混砂質土層で遺構精査を行ったが、いずれの層面で

も遺構は確認されなかった。遺物は暗灰色砂性粘質土・褐色礫混砂質土からそれぞれ出土

しているが、磨耗がひどく、また出土量も僅かである。近在に遺構が存在する可能性は低

いものと考えられる。

靡
停
静
鶏

諏 ィ　潮園

う
と

Q本 趾I北 町 三 丁 目≫せ多項

-85-



3。 ま と め  今回の調査でも、従前の調査結果と同様、中世の須恵器・土師器、弥生土器が流れ込み

と考えられる状況で確認されたのみで遺構は確認されなかった。調査地周辺の地形は傾斜

がきつく、後世の畑地耕作、あるいは宅地造成時にかなりの地形改変を受けているようだ

が、遺物の混じり方からすると、やはり調査地の北方の丘陵上に遺跡が存在し、そこから

の流れ込みによる遺物が確認されたと考えるのが妥当と思われる。

fig.121 調査区平面図

eL
1.盛土

2黒色粘質土

3,褐色粘質土

4.灰褐色土

5,明黄色砂質土(パイラン混じり)

6濁暗灰色粘質土(パイラン混じり)

7黄色砂質土(洪水層、7'は濁る)

8.明黄色砂質土

9.明黒色シルト

10濁灰色砂質シルト

11.灰色シルト

12.明褐色粘性砂質土

13.暗掲灰色砂質土混じり小礫層

8L-100cm

6L-200cm

0         1mFig.122 調査区断面図
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16.篠原遺跡 第16次調査

跡 第16次調査

当調査区は、篠原遺跡の北部に位置する。篠原遺跡については、現在まで、15次にわた

る調査が実施されている。その結果、縄文時代～中近世の、複合遺跡であることが判明し

てきた。とくに、第 2次調査における縄文時代晩期の遮光器土偶や第12次調査における弥

生時代後期の小型傍製鏡の出土が著名である。

調査地は、南北 16m、 東西 10mの長方形で、北から南へと緩やかに傾斜している。

基本層序は、層厚が 60cmほ どの盛上の下に、中世の遺物を含む包含層がはじまり、地

表下約 120cmで 明褐色土 (縄文時代遺構面)に至る。

表土直下 2～ 3層にわたる、包含層を挟んで Go L.-40～ 70cmで第 1遺構面にいたる。

土坑 2基、溝 1条および多数の耕作痕を検出した。

一辺 2.5mほ どの隅丸方形の上坑である。埋土が他の遺構とやや異なり、近世の遺物が

出上している。比較的新しい時期の遺構のようである。

調査区中央部において検出された南北 4,Om以上、東西 2.Om以上、深さ 10cmほ どの上

坑である。中世の遺物が少量出土したが、耕作痕を切る。

調査区を東西に横切る幅 80cmほ どの溝である。この溝を境として地形に沿うように、

南北に 10cmほ どの段が造られており、耕作痕と切り合いもなく方向も揃えることから、

共に中世の圃場面に伴うものと考えられる。また、この圃場面を南北方向の幅 20～ 40cm、

深さ10cm前後の明瞭な耕作痕が数cmの間隔で検出された。

他に、S D01を 挟んで南側に東西方向の殆ど削平された耕作痕が認められた。

1.は じめに

fig.123

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

第 1遺構面

S K01

S K02

S D01

回場面

耕作痕

ヤ

ヤ
ヽ
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第 2遺構面  第 1遺構面下、古墳時代の包含層を挟んで第 2遺構面となる。竪穴住居 1棟、ピット8

基を検出した。

S B01   調査区の南東隅において検出された竪穴住居である。北側約半分が未調査区へ続いてい

る。かなり削平を受けており、周壁溝および柱穴を数基検出した。遺物は、細片のみで時

期については不明である。

第 3遺構面  地表面より80～ 120cmで 明褐灰色土をベースとする第 3遺構面となる。この面で土坑 3

基、溝 1条、ピット5基と落ち込み状遺構を検出した。縄文時代晩期の遺構面と考えられ

る。

S D10   調査区の東側において検出された幅 120～ 80cm、 深さ40cmほどの弧状をえがく溝である。

上面において、炭層がみられた。

S K10   調査区東辺において半分だけ検出された、直径1.2mほ どの円形の土坑である。容大の

石が多く含まれていた。

3。 ま と め  今回の調査は、調査面積が狭かったこともあり、検出された遺構等についても、性格付

けをすることは難しい。篠原遺跡は、非常に多様なありかたをする遺跡であるにもかかわ

らず、調査の機会が比較的少ないこともあり、未だにその実態について不明な部分も多い。

今後、このような地道な小規模調査の成果の積み重ねにより、次第に遺跡の全貌が明らか

にされていくであろう。

9                     ,m 第1遺構面

第3遺構面

fig.124 調査区平面図

第2遺構面
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1.は じめに

fig,125

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

S K01

S D01

ピット

17.西求女塚古墳 第 9次調査

17.西求女塚古墳 第 9次調査

西求女塚古墳は、六甲山南麓にひろがる扇状地末端に立地しており、標高 6.Omの微高

地上に築造されている。

今回の調査地は、西求女塚古墳の前方部の南西約 30mに位置しており、第 4次調査や

第 6次調査で確認された周海の可能性のある落ち込みあるいは溝状遺構が検出する可能性

が予想された。

_ヽ、 、___者ト

西灘公園 通|

生1/
F}
ィ

に
ヽ
／

ぶ
ざ

地表下約 1.Om～1.2m(標高5,95m～ 6.22m)で、遺構面を検出した。

検出した遺構は、土坑 1基、溝 1条、ピット4基である。

調査区の南西側で検出された楕円形の上坑で、長径 2.2m以上×短径 1.2m、 深さ 20cm

～30cmを測る。南側は、調査区外にのびている。

調査区の南東側で検出された溝状遺構で、幅 15cm～ 30cm、 深さ 3 cm～ 6 cmを 測る。東

側及び西側は、調査区外にのびている。

S P101～ S P104は、直径 15cm～ 45cm、 深さ 10cm～ 25cmを測る。建物としては纏まら

なかった。

遺構の時期については、遺構内より出土した遺物がいずれも小片であるため、明確では

ないが、遺物包含層より出上した遺物等から見て、奈良時代～平安時代頃のものと考えら

れる。

ち θ
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地割れ   また、調査区の北東隅から中央部北側付近に
かけて東西方向にのびる地割れの跡が、確認さ

れている。地割れの跡は、総延長 6.Om以上、

幅 30cm～ 1.Om、 深さ50cm～70cm以上を測る。

なお、通産省地質研究所の寒川旭先生により、

この地割れは、海岸部付近で、地震が発生した

際に、『はらみ出し現象』と呼ばれる、海岸際

の面が、海側に強く引っ張られたことによって

生じたと考えられているものであることが判明

した。

この地割れの中に流入した土砂からは、遺物

が全く出土しなかった。しかし、土層の堆積状

況から見て、奈良時代～平安時代の遺物包含層

を切っていないため、それ以前のものと考えら

れる。

下 層

3。 ま と め

また下層についてもトレンチを設定し地表下 1,8mま で掘り下げたが、遺構・遺物は確

認されなかった。

今回の調査では、調査着手前に予想していた周注等の西求女塚古墳に関連する可能性の

ある遺構 。遺物は、全く検出されなかったが、奈良時代～平安時代以前に発生した地震に

よって生 じた地割れの跡が、確認された。

今後は、周辺の調査によって、この地震の規模や時期が明らかになっていくものと考え

られる。

Fig.126 地震痕跡
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fig.127 調査区平面図
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18.西求女塚古墳 第10次調査

第10次調査

1.は じめに 西求女塚古墳は、六甲山麓の扇状地末端に位置する前方後方墳で、その築造年代は3世

紀末～ 4世紀初頭と推定されている。

古墳本体とその周辺は、数次に及ぶ調査が実施され、後方部の埋葬主体から三角縁神獣

鏡 7面を含む12面の舶載鏡が出上している。また、周辺の調査では、周漫と推定される落

ち込みと、『敏馬の泊』との関わりが考えられる奈良～平安時代の遺構が検出されている。

■_→!ヽミヽや

＼

ζi繋 Ъ)♯

N

ぶ
＼

,こ

2.調査の概要  今回の調査は個人住宅建築に伴うもので、工事により文化財が影響を受ける部分につい

て発掘調査を実施した。

基本層序   調査地の基本層序は、 1.盛土・撹乱、 2.暗灰色シルト混じり細砂、 3.黄灰色細砂、

4.黒色シルト混じり細砂～中砂、 5。 黄褐色粗砂、 6.暗灰褐色極細砂～細砂、 7.暗

褐色粗砂である。

このうち、 4層上面が遺構検出面である。この面は南西に向かって緩やかに傾斜 してい

る。

検出遺構   調査区は撹乱が著しいが、調査区中央部東側で直径 40cm、 深さ 15cmの落ち込みを 1基

検出した。埋土に土器を含まず、時期は不明である。

この面での調査終了後、工事影響レベルまで掘り下げ、精査したが、遺構は検出されな

かった。

出土遺物   遺構検出面直上より、土器が 10ゼ ヨンテナ 1箱出土 している。その殆どが小破片で時

墳古
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恥
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3.ま と め

fig。 129 調査区平面図・断面図

期の特定は困難であるが、古墳時代後期と平安時代の土器が含まれている。

今回の調査では調査範囲が限られていたため、時期不明の落ち込み 1.基のみの確認にと

どまった。土器も小破片ばかりで二次堆積の可台Bl■が考えられ、当該地は文化財の希薄な

場所であると言える。

Ｎ比
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19.都賀遺跡 第 3次調査

19。 都 賀 遺 跡 第 8次調査

1.は じめに   都賀遺跡は、六甲山麓の都賀川東岸、標高約 40m前後の扇状地上に立地している。昭
和62年に実施した試掘調査で、弥生時代の遺物包含層が確認され、その存在が明らかになっ

た。

それ以降、 7次にわたる調査の結果、縄文時代早期の遺構をはじめ、弥生時代中期の方

形周溝墓、弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の竪穴住居、奈良時代末～中世の掘立柱建

物などが検出されている。

fig.130

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

今回の調査は個人住宅建築に伴うもので、工事により文化財が影響を受ける部分につい

て発掘調査を実施した。

調査地の基本層序は、第 1層現代の盛土、第 2層黒褐色細砂、第 3層灰褐色礫混じり細

砂～中砂 (人頭大の礫を多量に合む)である。このうち、第 2層が遺物包含層である。

調査区西側から東側に向かって傾斜している土石流を検出した。北東から南西にかけて

の流れで、人頭大の礫を多数含んでいる。調査区の東側は土石流の上に弥生時代後期～中

世の遺物包含層が堆積している。工事影響深度までの調査であるので、この部分は遺構面

には至J達 しなかった。

今回の調査では調査範囲が限られていたことと、工事影響深度以下の調査を実施してい

ないために、遺構を検出することができなかった。

しかしながら、これまでの調査で検出された土石流が今回の調査でも検出され、広範囲

にわたりこの付近を土石流が覆っていることが確認された。

3。 ま と め
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調査区全景
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20.都賀遺跡 第 9次調査

20。 都 賀 遺 跡 第 9次調査

1.は じめに   都賀遺跡は、六甲山南麓に流れる都賀川左岸に位置する標高 40m前後の扇状地上に立
地している。昭和62年に試掘調査が行われ、弥生時代の遺物包含層が確認され、はじめて

遺跡の存在が明らかとなった。

これまでの調査の結果、縄文時代早期の遺物包含層・土坑(弥生時代中期の方形周溝墓・

土坑・溝、弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の竪穴住居、奈良時代～平安時代初頭の掘

立柱建物・土坑・溝など、鎌倉時代～室町時代の溝・土坑・ ピット、江戸時代の溝・土坑

などを検出している。

(%

今回の調査地は、都賀遺跡に南接したため、事前に試掘調査を実施したところ遺物包含

層を確認した。その結果をもとに工事影響範囲を対象に発掘調査を実施した。

基本層序は、盛土、近現代整地層、旧耕土層、乳茶褐色粘質土 (第 1遺構面)、 黒褐色

粘質土 (包含層)、 茶褐色極細砂シルト (第 2遺構面)、 暗茶褐色極細砂シルト、暗褐色シ

ルト質細砂円角礫 (土石流層)、 茶褐色砂質土 (第 3遺構面)、 淡黄褐色砂質土 (地山)

となっている。北半調査区では、宅地造成時の撹乱のため、暗褐色シルト質細砂円角礫

(土石流層)が、かろうじて残る状態であった。

北半調査区の北壁に半分かかる形で石組みの井戸と同じ壁面西端には共同便所と思われ

る大資が 2基並んで検出した。また、調査区のほぼ中央で防空壕と思われるものを 1基確

認した。規模は、平面が南北 3m東西2.6mの長方形で深さ 1.5mで ある。南東隅に三段

の階段が削りだしており、壁面に沿うように二間三間の柱跡を検出した。南調査区の長方

形の地下収納庫と思われるものからは、未開封の「大日本ビール」 2本と日本酒の瓶 2本

が出土した。

fig。 133

調査地位置図

1 :2.500

2.調査の概要

基本層序

近現代遺構

ヽ

-95-



第 1遺構面  南半調査区では、現在の町割りとほぼ同一の東西方向に鋤溝を多数検出した。この鋤溝
は、鋤先が両端で突出する風呂鋤と呼ばれるタイプのものである。これは、当地が耕作地

としては石の多い固い土壌であったことから風呂鋤を使用して開墾していったものと思わ

れる。また、鋤溝とは異なった方向の溝、 2条を検出した。これは、幅約 50cm深さ約 15

cmの規模で北西から南東方向に検出した。出土遺物に明確に時期を示すものが出土しなかっ

たため、時期と溝の用途は不明であるが、鋤溝との切り合い関係から鋤溝よりも古いもの

と思われる。鋤溝の時期としては、出土遺物から概ね近世 (江戸時代)以降の物と思われ

る。

北と南に調査区を分けていた旧道の下に沿うように溝 (S D120)を検出した。この溝

の南肩は旧道に伴う埋設施設と側溝により削平されているため幅は明確ではないが、幅 2

m以上、深さ50cmの規模の溝である。溝の中からは、多量の近世陶磁器と獣骨が出上し

た。特に、東端の溝の底を掘り込んだ用途不明遺構 (S X101)か らは、獣の顎部の骨な

どがまとまって投棄されたように出土した。歯の形状から、牛の骨と思われる。

北西隅では、北東から南西方向へ流れる溝 (S D 121)を 検出した。この溝の西肩につ

いても調査区の外になるため幅が明確ではないが、幅 2m以上、深さ80cmの規模の溝で

ある。溝の中からは、多量の中近世陶磁器と獣骨が出土した。出土遺物から、 S D 120よ

りも古い段階で構築された溝と思われる。

fig.135 S X01

fig.134 第 1遺構面平面図

-96-一
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20.都賀遺跡 第 9次調査

6黒掲色粘質土
m

2灰褐色シルト質細砂(耕土) 7茶褐色極細砂まじリシルト
3.褐灰色シルト質細砂    8暗 茶褐色種細砂まじリシルト
4茶褐色粘質土(床土)    9H音褐色シルト質細砂円角礫(上石流)
5乳茶褐色粘質±     10,茶褐色砂質土

fig 137 調査区断面図

第 2遺構面  第 2遺構面は、南半調査区でのみ検出した。主な遺構としては、ビット5基 と溝 1条で

ある。ピットは、直径 20cm前後の大きさのもの 8基が南半調査区の北東に固まって検出

したが、建物としてはまとまらない。南半調査区の南東隅において溝 (S D 201)を検出

した。この溝の、西肩についても調査区の外になるため幅が明確ではないが、幅 2m以ム

深さ80cmの規模の溝である。溝の中からは、多量の弥生時代後期の土器片が出土した。

第 3遺構面  第 3遺構面は土石流の下から検出した面で、遺構は直径 2～ 3mの不定形な不明遺構

(S X301～315)のみである。これらの遺構は、埋没過程において地山の土を中層から上

面まで巻き上げたものが多いことから、土石流に押し流された木などの痕跡と思われる。

S X301と S X312か らはサヌカイトのチップとスクレイパー・石鏃が出土した。その他の

遺物は出上しなかった。

r頑謂 呻護

fig 138

土石流検出状況
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3。 ま と め 今回の調査では今までの調査で検出してきた弥生時代中期を中心とする遺構は存在せず、

縄文時代早期から中世にかけての明確な遺構・遺物も確認できなかった。しかし、弥生時

代後期の溝が検出され、都賀遺跡の南限を当調査範囲の南に特定することができた。また、

弥生時代後期以前に土石流災害が発生しているが遺物がほとんどないことから周辺に集落

の存在は推定できない。近世においては、調査区中央を東西に流れるS D 120を境として

北半は集落が形成され、南半には耕作地が営まれていたものと思われる。

fig。 139 第 3遺構面平面図
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21.西郷古酒蔵群 第 2次調査

第 2次調査

当該地である月桂冠北蔵は、日本一の酒処として有名な灘五郷の内、都賀川の河日付近

一帯に広がる「西郷」と呼ばれる地域に位置している。北蔵の西約 250mに は都賀川が、

南約 100mには蔵築造当時の海岸線があり、標高約2.Omの砂丘上に位置している。

酒蔵は、神戸におけるひとつのシンボル的な存在であったが、震災によってその殆どが

倒壊し、早晩には、古い酒蔵の様子は忘れ去られる危機にある。近現代の酒造史において

も、既に消えてしまった技術や伝統が多く存在し、近現代の産業史の中で、生産施設に係

わるものを、生産遺構として位置づけることによって、発掘調査を行い、記録保存を行う

必要性が高まっている。特に、神戸市における酒造関連遺構は、全国的にみても貴重な存

在であり、近現代の酒造史においても重要な位置を占めている。

今回の調査は、酒蔵関連の調査として実施されたもので、神戸市内において、 3例 日と

なる。また、灘五郷の内、西郷地区内では、沢之鶴大石蔵に続いて 2例目となる調査であ

る。

調査によって検出された蔵は、大正時代の蔵配置の典型とも言える並び蔵の配置をとる

もので、その前面に釜屋を設けるものであった。そこで、調査にあたっては、】ヒの蔵を

「大蔵」、その南にある蔵を「前蔵」、その南の部分を「釜屋」と呼称し、その前面にひろ

がる建物の内、西側を「会所部屋」、東側を「事務所」と呼称した。

また蔵は、大正年間に一度火災に逢っており、これを焼土面として時期を分ける際の根

拠とした。さらに戦災によって焼失しているため、この面も遺構の並行関係をさぐる決め

手とした。以下、調査した建物・遺構にそって記述していく。

1. はじめに

う
と

fig.140

調査地位置図

1 :2′ 500

調査の概要
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蔵大 大蔵は、調査区の北端に僅かにかかる形で調査を

行った。その結果、大蔵の南側の石垣の一部とその

根石の抜き取り穴を検出した。また、大蔵と前蔵を

繋ぐ通路も検出した。

大蔵は最初、前蔵から半間北に離れた場所に築か

れていたようである。そして、築造後、まもなく通

路が築かれたようである。このことは、建物の石垣

と通路の石垣が高さが一致するものの、その積み方

が、かなり隙間のある荒い積み方となっており、建

物の石垣と一体に築造した石垣にしては違いがあり、

後に、溝部分に石材を嵌め込んで作ったと考えられ

る。その後、この蔵全体が火災に逢うようであり、

その時期に大蔵も火災によって焼失している。この

後、大蔵は建て替えられるが、その位置は、前蔵か

らやや離した地点に前蔵とやや方向を異なるように

して建てられるようである。

前蔵は、大蔵の南にあり、大蔵と前蔵は典型的な

並び蔵の型式をとる。前蔵の築造には、黒灰色の細

砂を叩き締めてそれをベースとしてその上に礎石や

石垣を築いており、基礎部分において一切掘り込み

地業をおこなっていない。礎石や石垣を築いた後、

前蔵内部を砂等で盛土して床面を築いている。前蔵

の東側には、槽場が築かれており、 3回の作り替え

が行われている。

一番新しい槽場は、前蔵北東端に長辺を東西方向

にむけて築かれている。コンクリート造りで、南側

に煉瓦造りの階段を設けるものである。戦災の面と

一致しており、そのころには存在していた可能性が

高い。

前蔵の東側に長辺を南北にむけて築かれている。

石造りで、西側に木の階段を設けるものである。垂

壷の口縁部に巻かれていたコンクリートは出土した

が、その他のものは、すべて抜き取られていた。よっ

て詳細な槽場の状況を復元することは困難である。

石炭ガラなどで埋め戻されており、戦災面より下

層にあたることから戦災以前と考えられ、全体が火

災に逢う時期よりは後出するものである。昭和期の

煉瓦が埋没していることからみても昭和10年前後の

蔵一副

大蔵

前蔵

第 4槽場

第 3槽場

／
勝
　
錫
錠
＼
鴨

fig。 141 第 1遺構面平面図

fig.142 第 2遺構面平面図



21,西郷古酒蔵群 第2次調査

第 2槽場

第 1槽場

釜  屋

礎石建物

石組釜場

時期が考えられる。

前蔵の中央やや東側に長辺を東西にむけて築かれ

ている。第 2槽場に切られており、僅かに断面によっ

て確認したのみである。底に築造時に使用したとみ

られる石材を検出したことから、石組の槽場とみら

れるが、詳細は不明である。

前蔵の東南側に長辺を東西にむけて築かれている。

石造りで、北側に木の階段を設けるものである。第

3槽場に切られており、僅かに断面によって確認し

たのみである。底に築造時に使用したとみられる石

材を検出したことから、石組の槽場とみられるが、

詳細は不明である。切り込み面が、全体の火災に逢

う面 (焼土面)と一致することから、火災の時期に

は存在していたと考えられる。

前蔵の南に隣接する場所が釜屋にあたる。前蔵築

造当初には前庭であった可能性がある。後に、掘立

柱建物等が築かれ、店舗や会所部屋として使用され

た時期もあったようである。前蔵南石垣に接する様

にして掘り込み地業を伴う礎石列を検出した。この

礎石の掘形は、焼土層直上から切り込まれており、

また石組み釜場の掘形を切り込んでいることから、

釜場より後出であり、全体が焼失した後に、釜屋再

建時に設置されたものと考えられる。柱間は、 3m
と4mがある。

釜屋に最初に築かれた釜場は、大小 2基をセット

とするもので、石を組み、漆喰を上から塗って耐火

処置をおこなって作るものである。焚き日の側面は

面取りを行った方形の石材を組み上げて石垣として

おり、半地下状となっている。

当初の焚き口については不明であるが、大正年間

に作られた焚き口は、煉瓦の塀をつくり、大小 2基

の焚き口を持つものである。この焚き日の煉瓦塀に

使用された煉瓦は全て」IS規格に合わない大きさ

のもので、」IS規格が制定されるのが大正14年で

あることから、恐らくそれ以前に製造された煉瓦を

使用して築かれた煉瓦塀と考えられる。

ただし、周辺部には、少なくとも2種類の耐火煉

瓦が使用されており、そのうち、古いものは、明治

大蔵

前蔵

/

雨落ち跡＼＼＼

/Y=83140

fig。 143 第 3遺構面平面図

/
fig。 144 第 4遺構面平面図
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figコ 45 石組寵平面図・断面図 fig。 146 石組竃

20年から25年の間に製造された白煉瓦である。おそらく、部分的にこのころから釜場には

耐火煉瓦が使用されていたものとみられる。それともうひとつの煉瓦は昭和10年前後に製

造された耐火煉瓦であり、少なくとも2度の造り替えが行われた可能性が窺われる。

石組みの釜場は、江戸期よりの古い伝統を受け継いだものであり、貴重な遺構である。

しかし、今回検出した石組み釜の場合、築造年代はあまり明確ではない。白煉瓦の使用か

ら明治20年代には既に存在していたことがわかるが、江戸期にまで遡るかどうかに関して

は、不明である。

煉瓦釜場  耐火煉瓦を使用する釜場で、北側にある北釜は直径 166cmを測る小釜、南側にある南釜

は、直径 180cmを測る大釜である。重油用に築かれたもので、ロート状のバーナータイル

を焚き口に設け、空気口を設けている。焚き口は余分な空気が入り込まないように石炭用

の焚き口を狭くし、煉瓦で詰めている。また、炎の当たる付近に煉瓦を斜めに立てかけた

ように設置して炎を上に立ちのぼらせる構造も特徴のひとつである。

石組みの釜場は焼土面に覆われており、火災時には存在していたと考えられる。また、

煉瓦釜は、昭和30年代前半に多く作られた形式であり、その頃のものであろう。煉瓦釜は

その後コンクリートが巻かれ、蒸気式に変化するようであり、これが昭和40年代と考えら

れる。蒸気式への変化に伴って煙道もその役目を終えるようである。

煙 道 煙道は釜場から南に向かって、釜

屋を斜めに横切るようにして築かれ

ている。煉瓦によって作られている

が、使用されている煉瓦は」IS規

格に合わないもので、大正年間の築

造と考えられる。掘形としては、焼

土面の後の建て替え面をさらに切っ

ていることから大正年間でも後半の

頃のものと考えられる。なお、築造

当初の釜場に伴う煙道もほぼ同じ方

向に伸びていたと考えられるが、そ fig。 147 レンガ組寵
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21.西郷古酒蔵群 第 2次調査

地下室

の長さはかなり短いものであることが断面により確認されている。煙道は、石炭で釜を焚

いた場合、煤と灰で詰まり易いため、中を掃除するために人が入れる空間を設けている。

その上で釜屋内の移動の邪魔にならない様に低く作られている。

掘形の状況から一度補修されており、戦後の建て替え時に行われたものと考えられる。

このことから、煙道は、大正期から昭和40年代まで存続していたと考えられる。

釜屋は火災に合う前後から奥行 5間とされていたが、火災後、釜屋の建て替え、一部変

更が行われた際に、 4間に減少する。この時に、釜屋南面に石垣が築かれるが、これは焼

土面の上の建て替えによる整地層を切り込んでおり、火災からやや時期をおいて築かれた

ことが判る。石垣より南には1間分張出があり、中央部分は入口となる。

釜屋西側に地下室を検出した。地下室の東に階段状の施設を設けるもので、東壁は、自

然石 OH原石)を乱雑に積み上げたもので、隙間には漆喰が充填されている。石垣の掘形

は、焼土面の後の建て替えに伴う整地層を切り込んでおり、石垣や煙道とほぼ同時に築か

れたものとみられる。南には、花南岩の面取りされた方形の石材が 2～ 3段、北面して積

まれている。戦災の面に覆われておりそれ以前に埋没していることが確認されている。か

なりの砂によって埋められ、一部にラミナ痕も認められる。このことから昭和期における

洪水が考えられるが、この地域は、阪神大水害の被害にあつていないことが確認さている。

おそらく海岸地帯に多大な被害をもたらした室戸台風 (昭和 8年)の可能性が高いと考え

られる。

釜場の南に東柱の礎石とみられる石材が 3個検出されている。設置した面と据えるため

の掘形から、火災後の建て替えに伴うものと考えられる。このことから、釜場の南には、

会所部屋のような部屋が設けられていたものとみられる。

釜屋の南には、中央部分が庭となっており、桶などを干す干場などに使用されていたも

のとみられる。

前蔵等が築かれた当初は、釜屋の南に道路があり、道路の南に細い溝が築かれていた。

この溝より南は当初畑であったことが、畑の畝の検出により確認できた。決水等の被害に

より明治20年代前後に耕作は断念されたようである。

板 間

庭

会所部屋   調査区南西部分に東西方向の建物があった。これを会所部屋という。当初は、礎石の建

中

fig 148 レンガ組竃煙道 fig。 149 地下室石垣
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事務所

3。 ま と め

物であったが、後に煉瓦塀の建物に変わるようである。全体が焼土面に覆われており、火

災面以前からここに建物があったことがわかる。建物の中には、束柱に伴う小ぶりの礎石

が据えられており、酒造蔵のような土間ではなく、張り床が行われていた建物であり、会

所部屋等の用途が考えられる。焼失後の建て替えに伴うと思われる煉瓦が、石垣の直上に

残されていた。その煉瓦が、大正期の3年から5年頃に焼かれた煉瓦の刻印と酷似する刻

印をもつことから、立替えの時期はその頃に行われたものと考えられる。

また、建物の東には、雨落ち溝が設けられていたが、火災と相前後して埋没しており、

焼失後に建てられた建物の雨垂れの跡も検出している。これによって、火災の相前後する

時期の建物規模のうち、東側の軒先部分を限定することが可能となる。

なお、会所部屋自体もその大半が調査区外となるため、建物規模や詳細な変遷について

は不明な点も多い。

調査区南東で検出した建物である。殆どが調査区外に伸びるため、規模等は不明である。

火災を前後して建物は大きく変化するようである。

今回の調査では、西郷地区では初となる石組の釜場を検出したことは大きな成果といえ

よう。

また、今回の調査で明らかになったことを総合すると、北に大蔵があり、半間の蔵間露

地 (排水路)を挟んで前蔵があるという典型的な並び蔵の様式をとるものである。前蔵の

前に釜屋その前に中庭があり、南に門を設け、中庭を囲む様にして、建物を配置している。

また、槽場は半地下式の構造をとるものである。

文献によれば、明治から終戦までは松岡氏所有の蔵であったようで、明治30年代には千

石程の造りであったようである。当時の灘五郷の中では小さい造りの方に属しており、そ

のため、蔵自体もやや規模の小さいものといえる。しかし、そのために、配置が単純であ

り、明治40年から大正 8年頃に書かれた灘の蔵配置とほぼ一致しており、大正期の蔵配置

の典型的な事例のひとつとしてあげられるものと考えられる。

fi9 150 調査区全景
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わきはまにし

22.脇浜西遺跡

22.脇浜西遺跡 第 1次調査

第 1次調査

脇浜西遺跡は、西郷川の右岸標高 5m前後の海岸縁辺砂堆上に位置している。現在の海

岸線から約 550m、 明治18年作成の『仮製図』から復元される海岸線より約 50m内陸に立

地している。

調査は、平成 8年11月、平成 9年 6月 に実施した試掘調査の結果に基づいて、南北 27

m、 東西 20mの範囲について実施した。その結果、現地表下 120cmで室町時代の遺物を含

む遺物包含層の下に暗黄褐色粘性砂質土の遺構面を検出した。この遺構面では、掘立柱建

物 1棟、清 3条、土坑 3基、不明遺構 1カ 所を検出した。

なお、遺構を検出した暗黄褐色粘性砂質土以下の層においては、遺物包含層・遺構は発

見されなかった。

調査区南東部で検出した掘立柱建物である。東西 8.2m、 南北 3.6m以上の規模で、東

西 5間、南北 2間以上と推定される。建物の南側と北側は工場基礎の掘形によつて壊滅 し

ていると考えられる。建物の掘形は、20cm～40cm前後の円形で、30cm～40cmの深さを残 し

ている。また、直径 20cm前後の柱痕跡を残し、30cm大の平な河原石を礎盤として用いて

いる柱掘形も検出した。建物の方向は南北の推定梁方向で北 35° 西である。

調査区北西部で検出した溝である。溝の北部でS D02を切って掘られている。幅 50cm、

深さ 15clll～ 20cmで断面形はV字形をしている。溝の北側・南側が工場基礎の掘形によつ

て壊滅している。溝の埋土からは、須恵器・土師器
。瓦器などが出土した。

調査区北西部で検出したコの字形に巡る溝である。幅 1.4～ 1.2m前後で、深さは25cm

前後を測り、断面形は船底状である。溝が巡る方形壇の内法は一辺 8,Omあ る。溝の埋土

からは、瓦器椀・皿の完形品、土師器羽釜、須恵器甕片などが多量に出土した。

調査区中央部で検出したL字形に巡る溝である。幅 70cm前後、深さ 15cm～ 20cm前後を

測り、断面形は船底状である。溝の南側は工場基礎の撹乱によって壊滅している。溝の東

1。 はじめに

fig.151

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

S B01

S D01

S D02

S D03
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側は調査区外となる。溝の埋土からは、土師器・須恵器・瓦器が出土している。

S K01   S D02の 埋没後に掘られた楕円形の土坑である。長径 1.2m、 短径 1.Om、 深さ 8 cmを

計測する。埋土からは土師器・須恵器片が出土している。

S K02   S D02の 埋没後に掘られた楕円形の土坑である。S D02の北東隅の西よりに位置する。

長径 2.5m、 短径 1.5m、 深さ30cm前後を計測する。断面形は舟底状である。埋土内から

は多量の須恵器・瓦器・土師器片が出土した。

S K03   S D03掘 削前に掘られた台形の上坑である。長辺 1,Om、 深さ40cm前後を計測する断面

形は舟底状である。埋土内からは、土師器片が出土している。

S X01   S D02埋 土除去後の底部で確認した落ち込みである。平面形は半月状で長径 1,Om短径

80cm、 深さ24cm程度を計測する。S D02と の前後関係は不明で溝内の落ち込みである可

能性がある。落ち込み内からは、多量の瓦器・土師器皿等が出土した。

3。 ま と め  今回の調査では、近・現代の埋め立て地に近接する立地にも関わらず、中世後期の集落
址を検出した。

検出した掘立柱建物と溝とはほぼ同一方位を採り、集落内に一定の区画割が存在してい

たことを窺わせる。その集落の営まれた時期は、精細な出土遺物の検討が必要であるが、

13世紀後半を中心とした時期が考えられ、出土遺物の検出状況から比較的短時期に経営さ

れた集落と考えられる。

fig,152 調査区全景
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なかやま て

23.中山手遺跡

23.中 山手遺跡 第2次調査

第 2次調査

当遺跡は、中山手通四丁目に位置する遺跡で、中世の集落跡として周知されている。 こ
の付近は諏訪山麓にあり、市街地化している。詳しい遺跡の性格については調査例がなく、

規模・ Jl■格については不明である。現在、周囲には中宮古墳が点在しているが、中世を遡

る集落跡は周知されていない。

事前確認調査の結果を基にして調査を行い、掘削影響深度を考慮して約 210cm程掘り下

げ、最終的に弥生時代末の遺構面を検出した。

調査区の基本層序は以下のとおりである。

表層は震災前に存在していた建物用造成盛土と震災後の整地層であった。これらの盛土

を除去すると調査区の南過半では、盛土以前の敷地境界をなしていた石垣を確認した。

以下、各地区 (A地区 :建物建設予定地、B地区 :建物建設予定のうち石垣境より南、

C地区 :駐車場建設予定地)共にI層は灰オリーブ色細粒砂 5Y4/2(耕作土)、 Ⅱ層はオ

リーブ褐色細粒砂 2.5Y4/3(粗粒砂混)、 Ⅲ層は暗灰黄色中粒砂 2.5Y4/2(粗粒砂混 。鉄

分含)、 Ⅳ a層は黒褐色細粒砂 2.5Y3/1(粗粒砂混 。マンガン混・炭混・遺物含)、 Ⅳ b

層は暗オリーブ褐色中粒砂 2.5Y3/3(粗粒砂混・遺物含)、 Va層 は暗灰黄色粗粒砂呈.5

Y4/2、 Vb層は黄褐色シルト2.5Y5/3、 VC層は灰オリーブ色細粒砂 5Y4/2、 Vd層は

オリーブ褐色粗粒砂 2.5Y4/3(酸化)、 Ⅵ層は灰オリーブ色細粒砂 5Y4/2で あった。

このうちⅣ層は古墳時代前期の遺物包含層と考えられる。また、V層は弥生時代末の遺

構面 (地山)である。

1.は じめに

fig。 155

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

基本層序
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落込流路   落込流路は盛土の下の面でⅡ層を肩にして、調査区を斜めに横切るようにA地区の北半
とC地区全域で検出した。埋土はC褐色粗粒砂 7.5Y R4/6(酸化)、 ②暗灰黄色粗粒 2.5

Y4/2、 ③オリーブ褐色粗粒砂 2.5Y4/3、 C偶色極粗粒砂 7.5Y R4/6(酸化)、 ⑤オリー

ブ褐色粗粒砂 2.5Y4/3(③より細かい)、 ⑥黄灰色粗流砂 2.5Y4/1.5、 ①オリープ褐色粗

流砂 2.5Y4/3(中粒多い)、 ①黄灰色粗流砂2.5Y4/1,5(⑥ に極粗粒砂含)、 ③オリーブ褐

色粗粒砂 2.5Y4/3、 ⑩暗灰黄色粗粒砂 2.5Y4/2、 ①オリーブ褐色粗粒砂 2,5Y4/3、 ⑫褐

色極粗粒砂 7,5Y R4/6(酸化)、 ○オリーブ褐色粗粒砂 2.5Y4/3、 ⑭黄灰色中粒砂 2.5Y

4.5/2、 ⑩オリーブ褐色粗粒砂 2.5Y4/3、 ④オリーブ褐色粗粒砂 2.5Y4/2、 〇灰オリーブ

色中粒 5Y4/2、 ⑬暗褐色極粗粒砂 7.5Y R3/4(酸化)、 ⑩オリーブ褐色粗粒砂 2.5Y4/2

(⑩より粗い)、 ⑩暗灰黄色細粒砂 2.5Y5/2(中粗砂混)、 ④黒褐色極粗粒砂2.5Y3/2で あ

り、調査区の北東から南西に向かって流れ込むように厚くレンズ状堆積を呈していた。こ

れら堆積は遺物等混入物の全くない山砂であるところから、洪水 (昭和13年 ?)による堆

積が考えられる。

落込下層   落込流路の下からは、ア :暗オリーブ褐色中粒砂 10Y4/1(中粒砂・炭混)、 イ :灰色
シルト7.5Y4/3(にぶい黄褐色土粒混 10Y R4/3)、 ウ :灰色シルト7.5Y4/3(酸化根跡

含)、 工 :灰オリーブ色細粒砂 7.5Y4/2(中粒砂混・粗粒砂ブロック)、 オ :暗オリーブ灰

色細粒砂 5 GY4/1(中粒砂混)、 力 :暗灰黄色ンルト2.5Y4/2、 キ :暗緑灰色細粒砂 5

Y3/1(中粒砂混)、 ク :灰色細粒砂 5Y4/1(中粒砂混)、 ケ :灰オリーブ色中粒砂 7.5Y

5/2(粗粒砂混・酸化根跡含)、 コ:灰色シルト7.5Y4/1(中 粒砂ブロック・炭混)等の

層が確認できた。これら堆積は近世の耕作上の可能性がある。

炭・焼土層 1・ 2 A地区。C地区の北西隅では、落込流路埋上下で多量の炭と陶磁器を包含しているマウ

ンド状の高まりを検出した。これらは出土遺物にみられる「諏訪山常磐楼 (軒 )」 の文字

と遺物の年代から、江戸末～明治にかけて存在していた料亭もしくは茶屋の火災にともな

う火事場整理と投棄であると考えられる。

が

准
,ぞ4々

盛土除去後

fig.156 上層平面図

が

C地区        A地 区

試掘坑

落込。流路面 m



第 1遺構面

撹乱 1～ 12

SEl

SDl

SD2

SKl

23,中 山手遺跡 第 2次調査

第 1遺構面はA地区の落込下層上面・Ⅱ層上面 。Ⅲ層上面で検出できた遺構である。

いずれも、上部の流路埋土と同じ上で埋まっている点、ベースとしている落込下層面か

ら明治に入る遺物が出土していることから、これらは明治～昭和初期の撹乱と考えられる。

調査区の北東隅に位置する井戸である。検出面からl m50cm程掘削したが、伏流水のた

め掘削不能となった。埋土は上部の流路埋土で一気に埋まっている。遺物は発見していな

い。撹舌とと同じ時期のものと考えられる。

SDlは SElの伏流水を排水する溝である。埋土は①暗オリーブ褐色粗粒砂 5Y4/4

(酸化)、 ②黒褐色細粒砂2.5Y3/1(粗粒砂混)で、上部の流路埋土により埋まっているの

で、井戸も含めて撹乱と同じ時期のものと考えられる。

SD2は A地区の南を東から西に向かって斜めに流れ、一段下がったB地区の南西端に

向かって流れる流路である。埋土はC虞褐色極粗粒砂2.5Y5/2(炭混)、 ②灰オリーブ色

細粒砂5Y5/2(炭混)、 ③灰オリーブ色細粒砂5Y5/3(炭混)、 ④オリーブ褐色細粗砂

2.5Y4/3(炭混)、 ⑤オリーブ褐色中粒砂 2.5Y4/4、 ⑥暗オリーブ褐色中粒砂 2.5Y3/3、

⑦灰オリーブ色中粒砂7.5Y6/2(遺物含)、 ⑥灰オリーブ色細粒砂5Y4/2(炭混)、 ③暗

オリーブ褐色細粒砂2.5Y4/4、 ⑩灰オリーブ色中粒砂7.5Y6/2(遺物含)、 ①オリーブ褐

色細粒砂 2.5Y4/4、 ⑫暗褐色極粗粒砂10Y R3/3(酸 化・遺物含・灰オリーブ極細粒砂 5

Y5/2ブロック)であった。特に⑦、⑩層から遺物が多量に出上している。

A地区の南東隅位置する土坑である。土坑は一辺 90cmを計る木組みの櫃の様な物が納

められていた。中には上層に炭層が充填されており、下層には灰色上がみられた。遺物は

発見していないが、層位的関係から明治～昭和初期のものと考えられる。

0         5m

だヽ

拶
静 figJ58 第 1遺構面全景

fig,159 S K01
fig。 157 第 1遺構面平面図
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第 2遺構面

2SP6

2SP7
●9

2SD3

2SKl

2SP3

2SPl

・ 4・ 5

第 2遺構面はA地区東半にある高まりにかぶっていた、Ⅱ層・Ⅲ層を掘削した面と石垣

掘形の下層で検出した灰色層+褐色砂層を掘削した面、B地区SD2の下層に広がってい

た灰色層十褐色砂層を掘削した面で検出した遺構である。

木桶がはめられていた坑で、 3枚板でつながれた蓋の下には暗黒灰色砂土が深く続いて

いた。状況からみて小規模な水くみ井戸の可台静l■がある。

2SP7には中央に一本の木痕が認められた。 2SP7・ 9には三本の木痕が認められ

た。いずれも埋土は暗灰色土であった。遺物は出土していない。

2SD3は SD2の下層に位置する溝で、方向もほぼ一致している。埋土は①暗灰黄色

細粒砂 2.5Y4/4(中粒砂混)、 ②にぶい黄褐色粗粒砂 10Y R4/3(酸 化)、 ③暗灰黄色中粒

砂 2.5Y3.5/2、 ④黒褐色極粗粒砂 2.5Y3/2、 ⑤灰オリーブ色細粒砂 5Y4/2、 ⑥黄褐色粗

粒砂 2.5Y5/4(暗 オリーブ褐色中粒砂 2.5Y3/3混 )であり、埋土中から須恵器を含む古

式上師器が出上している。

2SKと は境界石垣の下からB地区にかけて広がる大きな土坑である。埋土は褐灰色土

であった。埋土中から須恵器を含む古式土師器が出土している。

2SP3は 2SKlの東方に位置するピットである。埋土は灰色土で、埋土中から須恵

器を含む古式上師器が出上している。

2SPl・ 4・ 5は B地区のV層上面で検出したピットである。埋土は2SPlが褐灰

色土、 2SP4・ 5が暗灰色土であった。出土遺物から2SD3や 2SKlと 同時期の遺

構であると考えられる。

0         5m

ぶ

fig,161 2 S D03
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fig。 160 第 2遺構面平面図



第 3遺構面

3SDl

02・ 3

3SD4

3SKl

3SK2

3SK3

・ 4・ 5

SK7・ SP

3SK8

・ 10

3SK6

・ 11・ 12

3SPl

・ 2・ 3

23 中山手遺跡 第 2次調査

第 3遺構面はA地区東半にある高まりにかぶっていたⅣ層を掘削したV層上面で検出し

た遺構である。

3SDl・ 2・ 3は溝状になる一連の遺構と考えられるものである。埋土は暗茶褐色粗

粒砂であった。高堺の破片、韓式上器甕片が出土している。

3SD4は円弧を描く溝状の遺構である。埋土は暗茶褐色粗粒砂であった。遺物は出土

していない。

3SKlは調査区の東北隅にかかる土坑である。埋土は黄褐色粗粒砂里.5Y5/4であっ

た。弥生時代末の土器片が出土している。

3SK2は落込肩部にかかる不整形の上坑である。埋土は黄褐色粗粒砂 2.5Y5/4であっ

た。遺物は出土していない。

3SK3・ 4は撹乱によって破壊されていたが元は同じ土壊であったと考えられる。 3

SK5は削平された浅い土坑で一部は試掘坑で掘削している。埋土は全て暗茶褐色粗粒砂

である。

4 いずれも3SD4に切られているが、埋土には差違が無く暗茶褐色粗粒砂であった。

S K10を SK8が切る形になっている。いずれも浅い土坑であり、埋土は3SK8が 暗

茶褐色粗粒砂、 3 S K10が茶褐色土であった。

いずれも地山の肩部にあリー部が削られている長い楕円形を呈する土坑である。埋土は

暗茶褐色粗粒砂であった。

3SPl・ 2・ 3はいずれも柱穴であるが性格は不明である。埋土は暗茶褐色粗粒砂で

あった。

163 第 3遺構面全景

ぶ

吻

世
響

ｉ

Fig。 164 第 3遺構面全景fig.162 第 3遺構面平面図
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fig.165

出土遺物実測図

出土遺物

1.Ⅳ層出±  2.V層上面出土
3.3SD2出 ±  4。 5.3SDl出土

0     1晰

焼土 。炭層 1・ 2か らは江戸時代末から明治にかけての古伊万里磁器、在地系土器を発

見した。これらの遺物は同種類の磁器や古伊万里伝世品、特に「諏訪山常磐楼」の銘から、

料亭の台所廻りの火事による投棄と考えられる。

落込下層からは18世紀後半～19世紀の古伊万里磁器と在地系陶器、須恵器、古式上師器

が出土した。

第 1面遺構からはSDl、 SD2か ら遺物が出土している。 SDlか らは18世紀～19世

紀の陶磁器がSD2か らは17世紀後半～19世紀の陶磁器が出土している。

第 2遺構面からは2SD3、 2SKl、 2SP3か ら須恵器と土師器が出上している。

第 3遺構面からは3SDl・ 2・ 3、 3SKlか ら弥生時代末の上器が出土している。

fig。 166 炭層断面 ,

-112-



3。 ま と め  今回の調査では以下の点が明らかになった。
①洪水による大きな落込流路を検出した。

②「諏訪山常磐楼」の火災の跡を発見した。

③流路の遺物から上流に古墳時代の遺跡の存在が想定できる。

④弥生時代末の集落跡を確認した。

Vi第 2遺橋面
(18世紀後半～古墳時代前期)

23.中山手遺跡 第 2次調査

Ⅱ:盛土除去後

Ⅵ:第3遺構面

(弥生時代末)

fig.167 遺構面変遷図

-113-



落込み下層

炭 焼■層ェア:暗オリーブ褐色 中粒砂 10Y4/](中 粒砂 茂混 )
イ:     灰色 シル ト 75Y4/3(に 忠iい黄褐色土粒混10YR4/3)
ウ:    灰色 ンル ト 75Y4/3(酸 化根跡含 )
工: 灰オリーブ色 細粒砂 75Y4/2(中 粒砂混・粗粒砂ブロック)
オ:皓オリープ灰色 細粒砂 5GY 4/1(中粒砂混)
力:   暗灰黄色 シルト 25Y4/2
キ:  暗緑灰色 細粒砂 5Y3/](中粒砂混 )
ク:    灰色 ffR粒砂 5Y4/1(中粒砂混)
ケ: 灰オリープ色 中粒砂 75Y5/2(粗 粒砂混 酸化根跡含)
コ:    灰色 シルト 75Y4/1(中 粒砂ブロック 虎混)

コ
Jヒ垣置

SDl内埋土
①暗オリープ褐色 粗粒砂  5Y4/4(酸 化)
②   黒褐色 細粒砂 25Y3/](粗 粒砂混)

2SD3内 埋土
①   暗灰黄色 細粒砂 25Y4/4(中 粒砂混)
② に13iい黄褐色 粗粒砂 10YR4/3(酸化)
③   贈灰黄色 中粒砂 25Y35/2
④   黒褐色極粗粒砂 25Y3/2
⑤ 灰オリープ色 細粒砂  5Y4/2(① より綱かい)
⑤   黄褐色 粗粒砂 25Y5/4(階 オリープ褐色中粒砂25Y3/3混 )

東壁

3SK]内 埋土

黄褐色粗粒砂 25Y5/4

サブトレンチ5
セクシヨン 1

③オリーブ褐色 粗粒砂 25Y4/3         ⑮ ォリー弟 色 粗粒砂 25Y4/3
①    褐色極粗粒砂 7 5YR4/6(酸 化)     ⑭   黄灰色 中粒砂 25Y45/2
⑤オリーブ褐色 粗粒砂 25Y4/3(③ より細かい) ⑮ オリー弟 色 粗粒砂 25Y4/3
⑥   黄灰色 粗粒砂 25Y4/15         ⑮ ォリープ褐色 粗粒砂 25Y4/2
⑦オリーブ褐色 糧粒砂 25Y4/3(中 粒多い)   ①灰オリーブ 色 中粒砂 5Y4/2
③   黄灰色 粗粒砂 25Y4/15(⑤に極粗粒砂含)⑮    皓褐色種粗粒砂 7 5YR3/4(酸化)

末引

落込流路内埋土

①    褐色 粗粒砂 7 5YR4/6(酸 化)
②  暗灰黄色 粗粒砂 25Y4/2

③オリーブ褐色 粗粒砂 25Y4/3
⑩  晴灰黄色 粗粒砂 25Y4/2

~11

1 1

① オリーブ掲色 粗粒砂 25Y4/3
⑫    褐色IEIE粒砂 7 5YR4/6(酸化)

⑩ オリーブ褐色 粗粒砂 25Y4/2(⑩ より粗い)
⑩  暗灰黄色 細粒砂 25Y5/2(中糧砂混)
⑪   黒褐色極粗粒砂 25Y3/2

⑦ 灰オリープ色 中粒砂 75Y6/2(遺 物含 )
③ 灰オリープ色 細粒砂  5Y4/2(茂 混)
③暗オリープ褐色 細粒砂 25Y4/4
⑩ 灰オリーブ色 中粒砂 75Y6/2(遺 物含 )
① オリーブ褐色 細粒砂 25Y4/4
①    暗褐色極粗粒砂 10YR3/3(酸化 遺物含

灰オリープ極細粒砂5Y5/2ブロック)

基本層序
I I 灰オリープ色 細粒砂  5Y4/2(耕 作土)
Ⅱ : オリープ褐色 細粒砂 25Y4/3(粗粒砂混 )
Ⅲ :   暗灰黄色 中粒砂 25Y4/2(粗粒砂混 鉄分含)
Wa:    黒褐色 細粒砂 25Y3/1(粗粒砂混 ,マンガン混 炭混 遺物含)
Ⅳbi暗オリープ褐色 中粒砂 25Y3/3(粗粒砂混 遺物含 )
Va:   暗灰黄色 粗粒砂 25Y4/2
Vb:    黄褐色 シルト 25Y5/3
Vc: 灰オリープ色 細粒砂  5Y4/2
Vd: オリープ褐色 粗粒砂 25Y4/3(酸化)
Ⅵ : 灰オリーブ色 細粒砂  5Y4/2

SD2内埋土
①   黄褐色極粗粒砂 25Y5/2(茂混)
◎ 灰オリープ色 細粒砂 5Y5/2(炭混)
◎ 灰オリープ色 細粒砂 5Y5/3(炭混)
① オリーブ褐色 細粒砂 25Y4/3(炭混)
⑤ オリープ褐色 中粒砂 25Y4/4
⑤暗オリーブ褐色 中粒砂 25Y3/3

fig,168 調査区断面図
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24 雲井遺跡 第10次調査

跡 第10次調査

1.は じめに 雲井遺跡は神戸市の中心である三宮駅前の神戸市中央区雲井通・旭通に位置する。遺跡

は六甲山系の南側の扇状地末端付近に営まれており、これまでに9回の発掘調査が行われ

て、縄紋時代早期から弥生時代中期にかけての遺構、遺物が見つかっている。

今回の第10次調査は、旭通団地建設事業に伴い、遺跡に影響の及ぶ部分について調査を

実施した。

fig.169

調査地位置図

1 :2,500

2.調査の概要  盛土 (50cm)下約 10cmで弥生時代の遺物を含む遺物包含層 (10cm)が あり、その下の

黒褐色シルト混中砂上面で古墳時代の遺構を検出した。遺構としては溝15条・ピット多数・

掘立柱建物

時代は、出土遺物から、古墳時代後期の

T K43～ T K2091こ かけての時期に当たる

とみられる。

竪穴式住居  調査区中央の南で検出された住居址であ

る。 1辺 6mを測るが、】ヒ側の2/3が撹舌とに

よって破壊されている。コーナー部分から

やや内に対角線上に当たる部分に、柱穴を

くも い

24.雲 井 遺

脱
る。
”８３
∞
腋
紛
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Fig。 170 調査区設定図
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fig.171 南調査区平面図

fig.172 北調査区全景

それぞれに確認している。また、幅 20cm、 深さ5 cm程度の周壁溝をもつ。

床の上面は、焼土と炭におおわれていた。内部から出土した遺物は、床面直上のものは

見られなかったが、一部に二次焼成をうけたと思われるものも見受けられた。なお、時期

としては、古墳時代後期のT K10～ M T85にかけての時期に当たる。
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fig。 174 調査区全景

S D02

S D03

S D05

24.雲井遺跡 第10次調査

調査区北狽1に位置し、東北東から西南西にはしる、幅 70cm、 深さ 20cmの溝である。

S D01と ほぼ平イ子にはしるもので、その間隔は、 4mか ら4.5mで ある。時期としては、

いずれの溝からも、T K43～ TK里 09に併行する遺物が出土している。 しかし、いずれも
埋土上層からの出上であり、作られた時期については、若干逆上る可能性をもつ。

調査区北側に位置し、東北東から西南西にはしる、幅 40cm、 深さ 10cmの溝である。

調査区北側に位置し、北北西から南南東にはしる、幅 66cm、 深さ28cmの溝である。

Fig 175 S P06断 面

fig。 176 S P07断面 Fig 177 掘立柱建物
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S D14・ 15

ピット

3。 ま と め

9_2m
fig.178 S B01平 面図

S D06～ 10  調査区東側に位置し、北北西から南南東にはしる、幅40cm前後、深さ4～ 10cmの溝で

ある。

調査区北側に位置し、北北西から南南東にはじる、幅 70cm、 深さ 20clllの溝である。

深さ30cm前後、直径 30～ 50cm前後のピットを80箇所確認した。いずれも建物になるよ

うなものはみられなかった。

今回の調査では、中央部に大きな撹乱があり、わずかに残された部分の調査となった。

そのなかで、僅かに残った部分から大形の柱堀形をもつ掘立柱建物が検出されたことは、

ひとつの成果と言えよう。

これまでも大形の柱掘形をもつ掘立柱建物は、幾つか検出されているが、いずれも平安

時代のものである。今回みつかったような 1辺 lm前後の柱堀形をもつ建物で、古墳時代

後期のものは、神戸市では、極僅かに確認されているだけである。

この建物の性格については、 6世紀末前後に各地で出現する官衛的な性格のものと比較

する必要が認められるが、 1棟のみで、建物配置が不明な現在では、保留せざるをえない。

しかし、この周辺に、掘立柱建物を中心とした集落が存在する可能性は十分にあると言え

よう。

また、雲井遺跡は、弥生時代と縄文時代を中心とする遺跡であるが、今回の調査では、

包含層から弥生土器が僅かに検出されたのみで、遺構はまったく確認されておらず、縄文

土器もまったく検出されなかった。

また、調査区内の断ち割りを行ったが地表下 5mにおいても遺物は出土せず、東から西
へ急激に落ち込む堆積が確認されたにすぎなかった。なお、隣接する第 9次調査地におい

ては弥生時代の遺構の他、縄文土器も確認されている。

これらのことから、雲井遺跡は、西から東へと高くなる地形のなかで、特に今回の調査

地付近が急激に高くなる地点にあたるものとみられる。

このため、今回の調査地では、古墳時代後期には、すでに、縄紋時代 。弥生時代の堆積

層は、削平されていたものと考えられる。
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25, 日暮遺跡 第15次調査

25。 日暮 遺 跡 第15次調査

1.は じめに   調査地は、生田川と西郷川によって形成された複合扇状地上に位置する。調査地の現況
地表面の標高は約 14mで、北から南に下がる緩傾斜地である。

日暮遺跡の調査は昭和61年の第 1次調査から当調査で第15次を数え、弥生時代から鎌倉

時代に及ぶ複合遺跡である。

う
と

fig。 179

調査地位置図

1 :2′ 500

調査の概要

基本層序

第 1遺構面

調査の手順として建物の基礎となる杭部分の調査約 100だを先ず行い、基礎杭打設完了

後残りの部分の調査を行うこととなった。

調査区にはかつて店舗の他に倉庫があり、倉庫の基礎により状況の悪い箇所では、 8層

まで撹乱を受けているところもある。現代盛土層 (1層)の下層に旧耕土・床土 (2・ 3

層)が存在する。

4層を削除すると6層上面に牛と考えられる足跡が散見された。 (第 1遺構面)第 1遺

構面は標高 13.6m前後である。 6・ 7層を削除すると第 2遺構面 (8層上面)と なる。 8

層を削除すると第 3遺構面 (9層上面)と なる。 8層からの出土遺物は、極端に少なくな

る。 9層以下の層は礫を含み無遺物となる。

4・ 6・ 7・ 8層中からは、土師器・須恵器・瓦器・青磁・白磁・陶器 。土錘等が出土

した。

第 1遺構面では、井戸状遺構1基・

溝状遺構 2条・不定形土坑 (SX
101)が検出され、特に調査区南西

部で牛の足跡が検出された。しかし

ながら足跡の方向性や水田の区画に

ついては不明である。

S E101は、直径 1.3m・深さ1。 lm

の規模で、遺構の上部は旧建物の基

礎によりなくなっていると思われる。
fig。 180 S E01

S E101
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第 2遺構面

畝状遺構

S X201

第 3遺構面

S K301

遺構内より土師器皿・鍋、須恵器鉢、常滑焼と考えられる壺・甕が出上した。遺物より14

世紀頃と考えられる。

第 2遺構面では、畝状遺構と畑を形成する段状遺構が検出された。ほかに調査区北西部

でS X201が検出された。

畝状遺構 (S D201～228)は幅 0.2～ 0.8m・ 深さ0.05～ 0.15mほ どの規模で、畑の畝の

谷部分が溝状に検出されたものである。方向は基本的に東西方向である。段状遺構が3カ

所検出されたことから、畑が4面あったことが考えられる。

S X201は 、溝状遺構として図示しているが、最初に述べたように倉庫の基礎特にオン

ドル状のものによって炎熱を受け土壌そのものが変質し、遺構として掘削することに難渋

した。幅約 1,Om・ 深さ約0.2mの規模で、土師器皿、須恵質瓦等が出上した。

調査区東北部には第 2遺構面と第 3遺構面の間に遺構面が存在した。検出された遺構は、

不定形土坑 4基とピット15基 (P201～21)である。土師器・須恵器片が少量出土した。

ピットは建物等にはまとまらないようである。

第 3遺構面では、土坑 6基・流路状遺構 1条・ ピット2カ所が検出された。

S K301は、直径約 2,Om e深 さ約 0.3mの 円形の上坑に深さ約 0.4mの 台形状の突起部

がとり付いたような形状の遺構である。土師器鍋・瓦質羽釜・須恵器鉢・陶器片・砥石 3

0               10m

fig。 181 第 1遺構面平面図 fig。 182 第 2遺構面平面図

ざ

・
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25,日 暮遺跡 第15次調査

個等が出土した。

S K302  S K302は、 1辺約 0.8m・ 深さ約 0.5mの隅円方形の土坑である。少量の土師器・須恵

器が出土した。

S K303  S K303は、検出された部分での規模は1辺約 1.Om。 深さ約 0.5mの方形の土坑である。

少量の土師器が出土した。

S K304  S K304は、撹乱等によって形状は不明である。深さ約0,4mの土坑で、遺構の上層部で

土師器皿片がまとまって出上した。

S D301  S D301は、調査区西部で検出された深さ約 0。3m程の流路状遺構である。暗茶褐色砂

泥が堆積しており、遺物は出上しなかった。

第 3遺構面検出の過程で調査区東辺中央部で弥生時代後期後半頃と考えられる甕・甑・

鉢が中世の上師器・須恵器とともに、まとまって出上した。当調査地の中世の遺跡が形成

される過程で付近から流れこんだものであろうか。

SK303

fig,184 第 3遺構面全景

＠
的
＠
鱒。　
　
一。

Fig。 183 第 3遺構面平面図
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3.ま  と め  今回の調査において遺構面は3面検出された。第 1・ 2遺構面は、水田もしくは畑と考
えられる遺構面である。第 3遺構面も土坑等の遺構が検出されたが、遺構の検出密度とし

ては低いものと思われる。これまでの十数次の調査内容から、当調査地は生活・居住空間

ではなく、その縁辺に当たる生産空間のような箇所であろうと考えられる。

第 1～第 3遺構面までの時期は大差なく、遺物から12世紀後半から14世紀の間に納まる

ものであると考えられる。

8

9
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fig,186 出土遺物実測図
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1.は じめに

26.湊川遺跡 第 3次調査

26。 湊 川I遺 跡 第 3次調査

湊川遺跡は、旧湊川等小河川によって形成された沖積地に存在しており、微高地には、

宇治川南遺跡・六番町遺跡・神楽遺跡等の縄紋時代から鎌倉時代にかけての遺跡が分布 し

ている。

fig.187

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要  今回の調査は、共同住宅建設工事に伴うもので、工事の影響の及ぶ範囲を対象とし、当

初、全面調査を前提としていたが、杭部分の調査段階で、全域にわたって河道の氾濫源と

なっていることが、判明したため、部分調査に切り換えた。

基本層序 上層より現代盛土、旧耕土、中世包含層の順で、中世包含層の下層上面が第 1遺構面と

なる。

検出遺構   包含層を除去したあと、遺構検出を行ったが、遺構は部分的にしか確認できず、その大

半は近世の河道によつて削平されていた。僅かに残存していた遺構は以下の通りである。

S X01   調査区の北西隅にて検出した遺構で、深さ約 30cmを測る。遺構の性格は不明である。

S X02   S X02は 、最終埋土が近世の洪水砂であり、洪水の直前には湿地帯であった様子で、植

物遺体や有機物の上壌化した土が、近世の陶磁器と共に堆積している。その下層には、中

世の遺物のみを含む層が存在し、この層が落ち込みの最初の堆積と考えられる。近世埋土

の上面には、おそらく奇蹄目であろう足跡が一面に検出された。

護岸石組み 護岸石組みは、中世の包含層を切って掘り込まれている掘形に据えられており、全て花

蘭岩を使用している。石組みの南東側には、近世の決水砂中ではあるが、人頭大の転石が

みられ、石組みの裏込め石である可能性が考えられる。出土遺物等から、S X02の 下層と

同じく中世以降に位置づけられるものと思われる。残存する石組みは基底部である1段

(も しくは2段)であり、15列が検出されているが、南西端は近世の決水によって切られ

③
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ており、更に続いている可能性がある。また、北東端もS X02の最終埋土である洪水砂に

切られている状態であるので、北東側へも更に伸びる可能性があり、石組みの規模の詳細

は不明である。よって、性格的なものも明確にはできない。

3。 ま と め  周辺地域の調査によれば、断片的にではあるが、古墳時代から中世にかけての遺構が確

認されている。当調査区内においても包含層からこの時期の遺物が出上しており、遺構の

存在する可能性は否定しきれない状況にある。しかしながら、包含層は、僅かに確認され

たのみで、遺構面は、近世の河道に切られ、存在していたであろう遺構は、その殆どが削

平をうけている。

このような状況から当調査地の状況についての詳細は不明であるとせざるをえない。

□ □
堤艶面図 ヒーーーー__Jm/

fig。 189

石組み遺構

議義を
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1.は じめに

fig。 190

調査地位置図

1 : 2′ 500

2.調査の概要

第 1遺構面

S K01

S K02

S K07

27.上沢遺跡 第 3次調査

27,上 沢 遺 跡 第 8次調査

上沢遺跡でのこれまでの調査は、平成元年 (1989)に神戸市教育委員会が行った第 1次

調査が最初である。その時の調査では縄文時代晩期から弥生時代前期の自然流路、弥生時

代後期の集落跡等が見つかっている。その後、平成 7年の第 2次調査では、弥生時代の水

田面が見つかっている。さらに平成 8年に隣接地で調査された第 3次調査では、弥生時代

前期、弥生時代後期、古墳時代初頭、奈良～平安時代、中世と各時代の遺構が発見され、

複合大遺跡であることが判明している。

今回の調査は山手幹線拡幅に伴う調査で、拡幅される道路の歩道部分に当たる。今回の

調査地は第 3次調査範囲に東と西で接している。

基本層序は盛土、旧耕作土、旧床土、茶褐色砂質シルト層の包含層となる。見つかった

遺構面は中世・平安時代の第 1遺構面、弥生時代後期・古墳時代 。奈良時代の第 2遺構面、

弥生時代前期の第 3遺構面であった。弥生時代前期の遺構面に関しては、調査区の西半部

では第 3遺構面として検出したが、東半部では第 2遺構面と同一面で検出している。

第 1遺構面で見つかった遺構は土坑 7基、溝 3条、井戸 1基、ピット約100基である。

遺構は調査区の西半部に比較的集中している。

S K01は長径 lm、 短径 90cm、 深さ14cmの楕円形の土坑で、容大の礫が詰まっていた。

出土遺物は少ないが、12世紀のものと思われる。

S K02は調査区外に延びるため、全体の規模は知り得ないが、円形の浅い土坑である。

検出した最大径は2,9mで深さは10cmであった。12世紀のものと思われる。

S K07は 直径 65cm、 深さ6 cmの円形の上坑で、土師器の皿が数点出土した。 12世紀の

ものと思われる。

粟
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S E01 S E01は 直径 1,7mの 井戸で、深さは

底部まで1,3mで、底部からさらに 20cm

の深さを持って曲物がはめ込まれている。

掘形の上面は円形であるが、途中からは

方形に穿たれていた。底部の平面形は一

辺 90cmの正方形である。底部に埋め込

まれていた曲物は直径 40cmで あった。

曲物を埋め込むための掘形は、曲物の大

きさと同じである。曲物の残存している

島さは 20cnlであった。

井戸内の埋土はシルト質極細砂を基本

とするが、中位では井戸枠と思われる材

が崩れたように埋没していた。出土した

井戸枠は、元来構成されていた井戸枠の

一部しかなく、殆どが原位置を留めてい

ない。また、その井戸枠材に重なり、谷

大から人頭大の礫が投げ込まれたような

状況で出土している。井戸枠の材にはホ

ゾ穴を穿ったものや杭状のものがある。

曲物の中はシルトが堆積し、傘大の礫が

入れられていた。

出土遺物は須恵器・土師器・白磁・土

錘・砥石である。これらの遺物から判断

して、この井戸は12世紀のものと思われ

る。

0                     19m

fig.192 第 1遺構面平面図
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fig.194 S P04

ピット

27.上沢遺跡 第 8次調査

fig.195 第 1遺構面全景

ピットは多く見つかっているが、柵列状に並ぶものはいくらかあるが、掘立柱建物を構

成するものは分かっていない。ピットの時期は12世紀のものと、平安時代と思われるもの

がある。

第 2遺構面では掘立柱建物 6棟、土坑18基、溝 4条、ピット200基以上が見つかった。

遺構は調査区全体に分布している。

S B201は調査区の東端部で見つかった掘立柱建物である。建物の規模は東西 3間 (7

m)南北 2間 (4.2m)で、柱間隔は 2.2m～ 2.5mで ある。柱穴は直径 70cm内外、深さは

40cm内外のもので、平面形は円形か楕円形であった。柱穴の中には容大の礫が詰め込まれ

ているものもあった。側柱のみの掘立柱建物である。

S B202は調査区の中央部で見つかった掘立柱建物である。建物の一部が調査区の南側

に延びる。建物の規模は東西 2間 (4m)南北 3間 (4.5m)で 、柱間隔は東西が 2m、

南北が 1,5mで ある。柱穴は直径 65cm～ 70cm、 深さ30cm内外で平面形は円形である。この

建物も側柱のみの掘立柱建物である。

S B203は調査区の中央部で見つかったS B 202に先行する掘立柱建物である。建物は調

査区の北側に延びるため、全体の規模は不明である。東西は 2間 (4.6m)で南北は 1間

以上 (4.3m以上)である。柱間隔は東西が 2.3m、 南北が 2.lmで ある。柱穴は直径 65cm

～80cm、 深さ30cm内外で平面形は円形である。側柱のみの掘立柱建物である。

S B204は調査区の中央部で見つかった掘立柱建物である。建物は調査区の北側に延び

るため全体の規模は不明である。東西は3間 (4.8m)で南北は 1間以上 (2.9m以上)で

第 2遺構面

S B201

S B202

S B203

fig,193 S K01

S B204
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